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はじめに 

 

地球規模の環境問題である森林減少の進行を食い止めるには、持続可能な森林経営を促進する

ことが重要であるが、持続可能な森林経営を阻害する原因の一つとして、違法伐採が指摘されて

いる。違法伐採は木材生産国の森林減少を引き起こし、二酸化炭素の放出、生物多様性・森林生

態系を損なうのみならず、木材の世界における市場価格の引き下げを引き起こす等により、第３

国における持続可能な森林経営を脅かすなど、世界の持続可能な森林経営へ深刻な影響を及ぼし

ている。 

我が国は違法伐採対策として、平成 18 年４月１日からグリーン購入法により政府調達の対象を

合法性・持続可能性が証明された木材とする措置を開始したところである。今後は、グリーン購

入法に基づく調達方針について、法律の対象である国及び独立行政法人等にとどまらず、広く民

間調達にも普及させていくことが必要であり、その普及方策について検討するため、「平成 19 年

度木材・木材製品の調達に係るグリーン購入法の取組・普及調査」において住宅・建築事業者等

へアンケート調査等を行った。その結果、合法性・持続可能性が証明された木材の需要拡大のた

めには、一般国民及び木材製品等の最終消費者に対し、森林減少、違法伐採問題、木材調達のグ

リーン化に関する情報提供、普及啓発を実施する必要があることが明らかとなったため、平成 19

年度末より、同キャンペーンを開始したところである。 

本業務は、平成 20 年度実施の同キャンペーンを引き継ぎ、一般国民及び木材製品等の最終消費

者に対し、さらなる普及啓発活動を実施したものである。とくに今年度は高校・大学などの教育

機関向けに DVD 教材「人と木～世界の森林を守るために、今私たちにできること～」を作成した。 

最後に、本業務の実施にあたりご協力をいただいた方々に厚く御礼を申し上げる。 

 

2010 年 3 月 

 

財団法人 地球･人間環境フォーラム 

理事長 炭谷 茂 
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業務実施体制 
 

本業務は下記実施体制により、実施した。 

 

坂本 有希 財団法人 地球・人間環境フォーラム

企画調査部長／フェアウッド担当 

全体調整、映像製作調整、出前講座

講師 

根津 亜矢子 財団法人 地球・人間環境フォーラム

企画調査部研究員／フェアウッド担当

映像製作調整、消費者団体調整、情

報提供実施、イベント・展示出展調

整、報告書作成 

飯沼 佐代子 財団法人 地球・人間環境フォーラム

企画調査部研究員／フェアウッド担当

映像製作調整、出前講座講師 

岡崎 時春 国際環境NGO FoE Japan森林プロジェ

クト／フェアウッド担当 

出前講座講師 

中澤 健一 国際環境NGO FoE Japan森林プロジェ

クト／フェアウッド担当 

出前講座講師 

三柴 純一 国際環境NGO FoE Japan森林プロジェ

クト／フェアウッド担当 

出前講座講師 

三上 雄己 フェアウッド・パートナーズ 出前講座講師 

木村 輝一郎 フェアウッド・パートナーズ 出前講座講師 
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第１章 一般国民に対する普及啓発のため情報提供の実施 

森林減少、違法伐採問題、木材調達のグリーン化の情報について一般国民等への情報提供を実

施するためにインターネット媒体やイベントを通じて情報提供を実施した。 

 

１．インターネットを活用した情報提供 

フェアウッド・パートナーズ及び地球・人間環境フォーラムのウェブサイト、メールマガジン

等を通じた情報提供を随時実施した。 

 

（１）フェアウッド・パートナーズのウェブサイト 

フェアウッド・パートナーズのウェブサイト(http://www.fairwood.jp/news/pr_ev/pr 

090605_mokuzaifukyu.html)において、本業務の内容を紹介するページを設け、出前講座の実

施についてや、各種イベントなどの紹介を行った。（イメージについては、下記参照） 

 

（２）フェアウッドのメーリングリスト 

フェアウッドのメーリングリストやメールマガジンにおいても、イベントの情報提供など

を適宜行った。（計約 1,660 件） 

 

（３）フェアウッド主催の過去のセミナー等参加者 

フェアウッドが過去に主催した勉強会、セミナー、ワークショップなどへの参加者に、イ

ベントの情報提供などを適宜行った。 

 

＜フェアウッド・パートナーズ ウェブサイトのイメージ＞ 

http://www.fairwood.jp/news/pr_ev/pr090605_mokuzaifukyu.html 
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２．展示会・イベント開催を通じた情報提供 

環境に関連する展示やイベントにおいて、ブースなどを設置し、一般参加者に対して木材調達

のグリーン化及びフェアウッドに関する情報提供を実施した。 

 

（１）JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2009 

日時： 2009 年 8 月 27 日（木）～29 日（土） 9 時半～17 時 

場所： 幕張メッセ国際展示場 4･5･6 番ホール（千葉県千葉市） 

内容：ブース出展を行い、来場者に対し森林減少や違法伐採問題について普及啓発を実施し

た。ブースは、廃材を再利用して作成したもの。来場者は、業者以外に家族連れなど

子供も多かったため、クイズ形式で森林の状況や森林減少について、学んでもらった。

使用したクイズは添付資料１を参照。 

 

＜展示の様子＞ 
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（２）森の音楽祭 

日時：   2009 年 10 月 6 日（土） 10 時～16 時 

場所：   清里の森（山梨県） 

実施内容： 木からできた製品を展示。「木の来た道」の上映会を実施後、観客 150 名ほどと

森林、木材、林業などについてのさまざまな意見交換を実施。 
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（３）新宿の環境学習応援団“まちの先生見本市” 

日時：2010 年 2 月 6 日（土） 9:45～15:30 

場所：新宿区立早稲田小学校（東京都新宿区早稲田） 

内容：身の回りにある木材や、森林面積などについて、クイズで来場者である小学生、親子

連れ、主婦、環境活動を行っている人などに実施。 
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（４）その他各種セミナーなど 

上記以外では、地球・人間環境フォーラム主催や共同でフェアウッド・パートナーズを実施し

ている国際環境 NGO FoE Japan が参加した森林関連のセミナー・勉強会・シンポジウムなどで、

当キャンペーンのちらしを配布した。 

 

例） 

■エコプロダクツ 2009 

期間：2009 年 12 月 11 日（木）～13 日（土） 

場所：東京ビックサイト 

 

 

■きこりんと地球のなかまたち 

期間：2009 年 1 月 13 日（水）～19 日（火） 

場所：東京ミッドタウン アトリウム 

主催：住友林業 
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■シンポジウム「みんなで守り育む世界の森 ―企業と NGO/NPO のパートナーシップによる森林

保全活動－」 

日時：2010 年 2 月 19 日（金） 

場所：JICA 地球ひろば講堂 

主催：地球・人間環境フォーラム 

参加者：約 80 名 
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３．その他情報媒体を通じた情報提供 

 

■広告掲載 

Monthly Progress ４月号（2010 年 3 月 10 日発行） 

エステティックサロンの経営者対象の業界紙（発行部数：20000 部／全国）で開始された「CSR

プロジェクト Earth Beauty」にて広告掲載。 
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■情報提供の実施 

雑誌「エココロ」 

出版社の社長、副編集長などと意見交換を実施。雑誌も構成の転換期にあるため、2010 年 4

月以降の協力になる模様 
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第２章 業界団体等の印刷物への情報掲載 

合法性・持続可能性が証明された木材・木材製品の需要拡大を図るため、木材関連団体、家具

関連業界、環境関係団体等に、環境省作成のポスター及びチラシ「世界の森林は刻々と減少して

います」等、森林減少、違法伐採問題、木材調達のグリーン化についての情報を提供し、問題意

識を啓蒙し、取り組みを促すと共に広報誌等、印刷物への掲載への依頼を実施した。また、出前

講座や映像教材「人と木～世界の森林を守るために、今私たちができること」が提供できる旨を

伝えた。 

 

１．情報の提供先 

環境省発行のちらし「世界の森林は刻々と減少しています」を送付して協力を呼びかける

と共に、DVD 教材「人と木～世界の森林を守るために、今私たちにできること」の完成およ

び無料配布について情報提供を実施した。 

 

①木材・家具関連業界団体 

• 全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会 
• （社）全国木材組合連合会 
• （中）全国木材検査・研究協会 
• （社）日本家具工業連合会 
• （社）日本建設業団体連合会 
• 日本合板工業組合連合会 
• （社）日本木造住宅産業協会 
• 日本木材輸入協会 
• 社団法人日本家具工業連合会 
• 全国家具卸組合連合会 
• 全日本家具商組合連合会 
• 社団法人国際家具産業振興会 
• 社団法人インテリア産業協会 
• 社団法人日本オフィス家具協会 
• 日本セーフ・ファニチュア協同組合連合会 
• 社団法人日本産業訓練協会 
• 全日本ベッド工業会 
• 日本合板工業組合連合会 
• 日本繊維板工業会 
• 日本チェーンストア協会 
• 全国建具組合連合会 
• 社団法人日本機械工業連合会 
• 社団法人全国木工機械工業会 
• 日本機械鋸・刃物工業会 
• 全日本木工機械商業組合 
• 日本木工機械協同組合 
• 中部木工機械工業会 
• 大阪木工機械協同組合 
• 広島木工製材機械協会 
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• 日本百貨店協会 
• ウレタンフォーム工業会 
• 社団法人日本合成樹脂技術協会 
• 東京椅子張同業者組合連合会 
• 板硝子協会 
• 全国家具金物組合連合会 
• 日本接着剤工業会 
• 社団法人日本ＤＩＹ協会 
• 社団法人日本塗料工業会 
• 社団法人プレハブ建築協会 
• 社団法人全国木材組合連合会 
• 全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会 
• 社団法人日本インテリアデザイナー協会 
• 日本インテリアファブリックス協会 
• 独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ） 
• 社団法人日本能率協会 
• アメリカ広葉樹輸出協会 
• 日本プリント・カラー合板工業組合 
• 全国機械用刃物研磨工業協同組合 
• 社団法人日本木材加工技術協会 
• 財団法人伝統的工芸品産業振興協会 
 

②都道府県地球温暖化防止活動推進センター 

No. 地球温暖化防止活動推進センター名 所属団体名 

1 全国地球温暖化防止活動推進センター 財団法人日本環境協会 

2 北海道地球温暖化防止活動推進センター 財団法人北海道環境財団 

3 ストップ温暖化センターあおもり 特定非営利活動法人青森県環境パート

ナーシップセンター 

4 岩手県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人環境パートナーシ

ップいわて 

5 ストップ温暖化センターみやぎ 財団法人みやぎ・環境とくらし・ネッ

トワーク 

6 秋田県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人環境あきた県民フ

ォーラム 

7 山形県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人環境ネットやまが

た 

8 福島県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人超学際的研究機構

9 茨城県地球温暖化防止活動推進センター 社団法人茨城県公害防止協会 

10 栃木県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人栃木県環境技術協会 

11 群馬県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人地球温暖化防止ぐ

んま県民会議 

12 埼玉県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人環境ネットワーク

埼玉 
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13 千葉県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人千葉県環境財団 

14 東京都地球温暖化防止活動推進センター 財団法人東京都環境整備公社 

15 神奈川県地球温暖化防止活動推進センタ

ー 

特定非営利活動法人かながわアジェン

ダ推進センター 

16 新潟県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人新潟県環境保全事業団 

17 山梨県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人フィールド’２１

18 静岡県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人アースライフネッ

トワーク 

19 富山県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人とやま環境財団 

20 石川県地球温暖化防止活動推進センター 社団法人いしかわ環境パートナーシッ

プ県民会議 

21 福井県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人エコプランふくい

22 長野県地球温暖化防止活動推進センター 社団法人長野県環境保全協会 

23 岐阜県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人岐阜県公衆衛生検査センター

24 愛知県地球温暖化防止活動推進センター 社団法人環境創造研究センター 

25 三重県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人三重総合環境研究

センター 

26 滋賀県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人淡海環境保全財団 

27 京都府地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人京都地球温暖化防

止府民会議 

28 大阪府地球温暖化防止活動推進センター 財団法人大阪府みどり公社 

29 兵庫県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人ひょうご環境創造協会 

30 奈良県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人奈良ストップ温暖

化の会 

31 和歌山県地球温暖化防止活動推進センタ

ー 

特定非営利活動法人わかやま環境ネッ

トワーク 

32 島根県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人三瓶フィールドミュージアム

財団 

33 岡山県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人岡山県環境保全事業団 

34 脱温暖化センターひろしま 財団法人広島県環境保健協会 

35 山口県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人山口県予防保健協会 

36 香川県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人香川県環境保全公社 

37 愛媛県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人愛媛県環境保全協

会 

38 高知県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人環境の杜こうち 

39 福岡県地球温暖化防止活動推進センター 財団法人九州環境管理協会 

40 佐賀県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人温暖化防止ネット

41 長崎県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人環境カウンセリン

グ協会長崎 

42 熊本県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人くまもと温暖化対

策センター 

43 大分県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人地域環境ネットワ

ーク 
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44 宮崎県地球温暖化防止活動推進センター 特定非営利活動法人宮崎文化本舗 

45 鹿児島県地球温暖化防止活動推進センタ

ー 

財団法人鹿児島県環境技術協会 

46 気候アクションセンターおきなわ 財団法人沖縄県公衆衛生協会 

 

③サステナビリティ・コミュニケーション・ネットワーク(NSC)会員企業 

NSC は、事業者、NGO、学識者を会員に、さまざまなサステナビリティ・コミュニケーショ

ンに関する研究・情報発信を行う団体。会員には環境や CSR への問題意識が高い企業や団体

が所属する。NSC 会員 165 団体・個人に環境省のパンフレットとちらしを送付し、出前講座

実施などを働きかけたほか、その後電子メール等でもフォローアップを実施した。 

 

＜NSC 会員一覧＞（2010 年 3 月時点） 

学識者（22 名）（所属大学名のみ掲載）   

愛知大学／英国国立ウェールズ大学大学院／桜美林大学／大阪大学大学院／大阪学院大学／

京都大学／近畿大学／神戸大学大学院／国際基督教大学／埼玉大学／淑徳大学／中央大学／

中央大学専門職大学院／帝京大学／東京大学／東京工業大学／東北大学大学院／福岡大学／

横浜国立大学／立教大学／麗澤大学／麗澤大学 

  

非営利団体（11 団体）  

NPO 法人環境カウンセラー会ひょうご／環境監査研究会／(財)キープ協会／グリーンリポー

ティング・フォーラム／グローカル・ソリューション研究所／(社)埼玉県環境検査研究協会

／(財)世界自然保護基金ジャパン／(財)地球環境戦略研究機関 持続性センター／(社)日本

能率協会／(財)日本品質保証機構／バルディーズ研究会 

  

企業等（112 団体） 

あいおい損害保険(株)／アサヒビール(株)／味の素(株)／アスクル(株)／KPMGあずさサステ

ナビリティ(株)／(株)アストクリエイティブ／アルプス電気(株)／出光興産(株)／(株)ＩＮ

ＡＸ／(株)インターリスク総研／(株)エコマネジメント研究所／(株)ＮＴＴデータ／大阪ガ

ス(株)／(株)大林組東京本社／(株)岡村製作所／オグルヴィＰＲ／オムロン(株) ／花王

(株)／(株)学習研究社／カシオ計算機(株)／鹿島建設(株)／(株)環境管理センター／キッコ

ーマン(株)／共同印刷(株)／キリンホールディングス(株)／(株)キングジム／(株)クレアン

／玄(株)／廣告社(株)／コニカミノルタホールディングス(株)／サントリー(株)／(株)ジェ

イペック／(株)資生堂／(株)島津製作所／清水建設(株)／シャープ(株)／信越ポリマー(株)

／(株)新日本サステナビリティ研究所／スーパーバッグ(株)／生活協同組合連合会ユーコー

プ事業連合／生活協同組合コープこうべ／生活協同組合コープながの／生活協同組合コープ

ネット事業連合／(株)西友／積水化学工業(株)／積水ハウス(株)／(株)セブン＆アイ・ホー

ルディングス／ソニーファシリティマネジメント(株)／(株)損害保険ジャパン／大成建設

(株)／(株)大和証券グループ本社／(株)大和総研／宝酒造(株)／田辺三菱製薬(株)／中央化

学(株)／(株)ツムラ／帝人(株)／(株)DDD パートナーズ／(株)テクノアソシエ／東京急行電

鉄(株)／ＴＯＴＯ(株)／東洋インキ製造(株)／東洋製罐(株)／監査法人トーマツ／(株)トク

ヤマ／トステム(株)／凸版印刷(株)／トヨタ自動車(株)／(株)虎屋／(株)ナナオ／日産自動

車(株)／(株)ニッセイ基礎研究所／日本水産(株)／日本生活協同組合連合会／日本精工(株)

／日本電気(株)／日本ハム(株)／日本郵船(株)／日本ユニシス(株)／ネットワンシステムズ
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(株) ／(株)博報堂／パナソニック(株)／東日本旅客鉄道(株)／(株)日立製作所／(株)日立

ハイテクノロジーズ／広島ガス(株)／富士重工業(株)／富士ゼロックス(株)／富士通(株)／

富士通エフ・アイ・ピー(株)／富士レビオ(株)／プリンス電機(株)／(株)フルッタフルッタ

／(株)フルハシ環境総合研究所／本田技研工業(株) ／前田建設工業(株)／みずほ情報総研

(株)／(株)三越／三菱商事(株)／三菱電機(株)／三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング(株)

／ミニストップ(株)／みやぎ生活協同組合／(株)山武／ユニ・チャーム(株)／横河電機(株) 

／ライオン(株)／(株)リクルート／(株)リコー／リスパック(株)／(株)菱食／(株)ロビンソ

ン百貨店 

 

④環境を考える経済人の会 21（B-LIFE21）会員企業 

B-LIFE21 は、環境問題に積極的に取り組む日本の代表的企業の経営者で結成している環境

NGO。 

 

＜B-LIFE21 会員一覧＞（2010 年 3 月時点） 

セコム／アサヒビール／東京ガス／大林組／コスモ石油／佐川急便／富士ゼロックス／損害

保険ジャパン／オムロン／東日本旅客鉄道／東京電力 

 

⑤日本環境ジャーナリストの会会員 

日本環境ジャーナリストの会は、環境問題に関心を持つジャーナリストに研究と情報交換

の場を提供すること、また国内のみならず地球規模の環境問題についてもより深く学び、専

門分野を越えたジャーナリスト同士の交流を深めることを目指す団体。日本環境ジャーナリ

ストの会の会員は、約 80 名で、新聞・テレビ・雑誌の記者のほかに、ニュースキャスター、

フリーのアナウンサーやライター、出版社編集者、NGO・NPO 関係者、広告代理店の社員など

も在籍している。 

 

＜会員所属先一例＞（順不同） 

朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、日本経済新聞社、日本農業新聞、エネルギージャー

ナル社、日本インターネット新聞社、埼玉新聞、共同通信社、日刊工業新聞、日本農業新聞、

(社)日本環境教育フォーラム、集英社インターナショナル、博報堂、中央法規出版（株）、フ

リーランスジャーナリスト 

 

環境省発行のちらしを、林野庁事業の調査において「合法木材製品の調達に関するアンケ

ート」をグリーン購入法の対象となる国等の機関、独立行政法人、地方自治体（送付合計数：

約 1,800 組織）実施の際に同封し、世界の森林減少についての情報提供を実施した。 
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２．情報が掲載された広報誌等 

未来図書室.jp 課外活動プログラム紹介（ダイヤモンド社） 

平成 20 年 10 月末～ 

http://mirai-tosyositu.jp/program/2008/10/85/1.html 

 

ホーム > 課外活動プログラム紹介 > 木材から森を学ぼう（グリーン木材調達キャンペーン＆フェアウッド出前講座） 

 

木材から森を学ぼう 

（グリーン木材調達キャンペーン＆フェアウッド出前講座） 

 

紙や家具など毎日の暮らしに欠かせない木材製品はどこからやってくるのでしょうか？－... 

 

財団法人 地球・人間環境フォーラム 

 

紙や家具など毎日の暮らしに欠かせない木材製品はどこからやってくるのでしょうか？－刻々と

減少する世界の森林の現状や違法伐採と木材製品とどうつながっているのかを知り、私たちが何

をできるのか解決策を考える講座です。木材製品の由来に目を向け、選んで買ってみることが、

世界の森林の破壊を食い止めるための第一歩です。 

 

＜講座構成メニュー＞ 

学習机、紙、住宅、ガーデンファーニチャーなどを題材に、下記のようなメニューで講座は構成

されます。ご希望にあわせてカスタマイズできます。 

 

(1) 世界の森林と日本の木材消費 

(2) 森林の持つ役割 

(3) 森林減少・劣化と違法伐採 

(4) 木材生産地の状況 

(5) 世界／日本の政府や企業の動き 

(6) 私たちにできること：買い手の責任と可能性 

(7) フェアウッド調達とは？ 
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家具新聞 

2009 年 9 月 5 日 
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「グローバルネット」232 号（平成 22 年 3 月号） 
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第３章 消費者団体への働きかけ 

木材調達のグリーン化については、森林減少問題、違法伐採問題の理解が普及された上で、一

般国民の消費活動につながっていくことが必要であることから、全国消費者団体連絡会及び同連

絡会加盟の消費者団体の活動方針（行動計画など）に木材調達のグリーン化を位置づけてもらう

ために、上記団体に対し、森林減少、違法伐採問題、木材調達のグリーン化について情報提供・

働きかけを行った。 

 

１．消費者団体への情報提供 

全国消費者団体連絡会及び同連絡会加盟の消費者団体に対し、環境省発行のちらし「世界

の森林は刻々と減少しています」等による情報提供を行うとともに、出前講座の実施、広報

誌等への記事掲載を呼びかけた。また、DVD 教材「人と木～世界の森林を守るために、今私

たちにできること」の完成および無料配布について情報提供を実施した。 

 

情報提供を実施した消費者団体一覧（計 37 団体） 

• 全国消費者協会連合会 

• （財）日本消費者協会 

• 神奈川県県生活共同組合連合会 

• 日本青年団協議会 

• 全国大学生活共同組合連合会 

• 新日本婦人の会 

• 日本婦人団体連合会 

• 全国地域婦人団体連絡協議会 

• 日本生活共同組合連合会 

• 東京都地域婦人団体連名（東京地婦連） 

• NPO 法人グリーンコンシューマー東京ネット 

• 主婦連合会 

• 神奈川県県民部消費生活課普及推進班 

• 東京都消費生活総合センター活動推進課 

• 横浜市消費生活総合センター 

• 愛知県消費者団体連絡会 

• 石川県消費者団体連絡会 

• 岩手県消費者団体連絡協議会 

• 愛媛県消費者団体連絡協議会 

• 岡山県消費者団体連絡協議会 

• 北九州市消費者団体連絡会 

• (NPO)コンシューマーズ京都(京都消団連) 

• 群馬県消費者団体連絡会 

• 埼玉県消費者団体連絡会 

• 静岡県消費者団体連盟 

• 消費者団体千葉県連絡会 

• 全大阪消費者団体連絡会 

• 富山県消費者団体連絡会 

• 東京消費者団体連絡センター 
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• 鳥取県消費者大会実行委員会 

• 長野県消費者団体連絡協議会 

• 前橋市消費者団体連絡会 

• 山口県消費者団体連絡協議会 

• 山梨県消費者団体連絡協議会 

• 横浜市消費生活総合センター 

• ＪＡ全国女性組織協議会 

• （社）全国消費生活相談員協会 

• (NPO)日本消費者連盟 

 

２．消費者団体との共同事業の実施 

全国大学生活協同組合連合会が早稲田大学と共催した「2009 年度全国環境セミナー」にお

いてパネル展示、資料配付を実施した。 

日時： 平成 21 年 10 月 24 日（土）、25 日（日） 

場所： 京都大学 
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第 4章 環境教育への組み込み 

教育機関における学生向けに、森林の役割と長きにわたってそれを享受してきた人間との深い関

わりを示すと共に、現在起きている世界の森林減少・劣化や、その一因となっている違法伐採問

題について、またそれが私たちの日々の消費と繋がっていることを伝え、合法性･持続可能性が確

保された木材需要の拡大につながるような消費行動を促すことを目的として、映像教材を作成し

た。 

 

１．映像教材の製作 

＜製作物＞ 

• 映像（15 分～20 分） 
• 副読本（映像に含まれているデータや議論のポイントをまとめたもの。） 

 

映像の概容と副読本のコピーはそれぞれ添付資料２、３を参照。 

 

２．検討会の開催 

検討会を 2009 年 10 月と 2010 年 2 月の 2回実施した。 

 

検討委員一覧（五十音順、敬称略） 

氏名 所属 

川嶋 直 キープ協会常務理事、立教大学 ESD 研究センターCSR チーム主幹 

小池菜採 アジア太平洋資料センタービデオ担当 

五嶋正治 東海大学文学部広報メディア学科准教授 

高橋康夫 新宿区立市谷小学校校長、元全国小中学校環境教育研究会会長 

仲野万里子 EARTH VISION 地球環境映像祭事務局次長 

西 あい 開発教育協会事務局次長 

 

３．大学生とのヒアリング 

教材を作成する前に、今回の教材の対象としている大学生に対して、実際に森林に関する

別の映像を見せ、森林減少問題について議論をし、教材作成する際の参考にした。 

 

■駒澤大学 

2009 年 10 月に駒澤大学の学生有志 15 名にフェアウッド・パートナーズ製作「木の来た道」

の抜粋を上映。その後森林減少問題についての意見交換を実施。 

 

■上智大学 

2009 年 10 月に上智大学のゼミの授業において、フェアウッド・パートナーズ製作「木の来

た道」の抜粋を上映。その後森林減少問題についての意見交換を実施。 

 

ヒアリングの際のコメント抜粋 

上記 2大学でのヒアリングの結果、大学生からのコメントとしては、 

• 環境問題の話はよく聞くがあまり実感がわかないので、自分との生活との関連を見せて
もらいたい 



平成 21 年度木材調達のグリーン化普及啓発キャンペーン実施業務報告書 

21 

• 遠いところで他人に起きたことであると、あまり意識しない。それが、遠くても例えば
自分の親戚が関わっていたとなると身近に感じる。つまり、気づきが必要。個人として、

問題との関係に気づけるといいのではないか。 

• ％とか統計数字やグラフを見せられても、知識として頭に入るだけ。 
• 知識として、頭で理解してもなかなか動かない。心に危機感を持つ必要がある。 
• 生活と結びついたメッセージがあるといい。問題に対する解決策を見せてもらいたい。
ただ、これが問題だといわれてもどうしていいかわからない。 

• 映像を見るだけでなく、その後に感想をいい合うなど共有できる時間があるといい。 
 

上記のようなコメントの内容も鑑みた上で、映像製作を実施した。 

 

４．環境教育について活動している団体への情報提供 

小中高等学校などで環境教育を実施している団体と意見交換し、現場の状況を聞き、情報

提供を行った。 

 

＜意見交換内容＞ 

■環境学習を主に小学校を対象に実践している NPO 

 

聞き取り内容： 最近の小学校教育では、知識を一方的に与えるのではなく、体験を通して学

ぶということを重視している。環境学習研究会では、環境教育を実施するに

あたり、「教える」というよりは、子供に「気付かせる」「感性に訴える」と

いうことを心がけている。 

 

 小学校では、「世界」について社会科で学ぶのが小学校 5 年生、また政治な

どについて学ぶのが小学校 6年生であり、本キャンペーン事業の「世界の森

林減少・劣化問題」または、「世界とつながる私たちの暮らし」というよう

なテーマはまだ難解ではないか。とくに体験学習を重視したい場合、例えば、

どこかの熱帯雨林を実際に見に行くということができれば別であるが、ただ

知識として、「世界で森林が減少している」ということを教えても「学び」

にならないと思われる。小学生であれば、まずは、自分の学校の校庭にある

木、地域の森、日本全体の森ということを想像させた上で、やっと日本以外

でも森があるということを少し気づかせる程度ではないか。 

 

 子供に対して教える場合は、子供に受ける言葉（例：森は私たちを守るスー

パーマン！）を用い、単純化し、さらにびっくりさせるような手法（多少シ

ョッキングな写真など。例：大洪水、土砂崩れ）を用い、さらにそれと身近

な自分たちの暮らしへ結びつけるような工夫をすると効果的。また集中して

もらえるような手法も必要。3択クイズなどもよく使われているよう。映像

を見せるのであれば、集中力が持つのは、8分～10 分。ストーリー性がある

方がよりよい。 

 

 小学校では、子供の意欲を引き出すようなきっかけ作り、気付きを与えるこ

とが大事。子供は心に訴えかけられ、興味を持てば、自分でさらに調べる力

を持っている。また、日々の暮らしと関連づけられることも重要。 
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■環境学習を実施している現役の高校の先生などのネットワーク 

 

聞き取り内容： 以前、環境省が環境学習プログラムを作成するのを手伝ったことがあるが、

できあがってからの教材の配布が難しかったと記憶している。環境省から直

接各学校へ送付していたようであったが、そうした場合、誰の手元に届くか

ということで、その教材が生かされるのか、ただ保管して終わってしまうか

がわかれてしまう。 

 

 教材を実際に授業で使用してもらうためには、学習指導要領のどこで使える

かを明示してあげると効果的である。授業の案は、年度計画を作成している。

9月ごろから先生は準備を始め、年末、年明けごろに確定しているので、こ

れを念頭において、働きかける必要がある。高校であっても、楽しく学べる

ような工夫が重要。 

 

■小中学校における環境教育のネットワーク団体 

 

聞き取り内容： 温暖化防止について小学校では扱っているので、その関連で森林減少問題は

重要なテーマである。温暖化以外では、環境教育のテーマとしては、3R や

江戸川区ではもったいない運動ということで省エネのための取り組みなど

も積極的にやっている。もったいないという観点から、森林減少問題という

と、木を使うのはよくない、森林は伐採されるべきでないというように単純

に子供は考えてしまうかもしれないので、「持続可能」に使用すればいいと

いうことを伝えるのは効果的であろう。小学校 6年生ぐらいであれば、経済

についても学ぶので、経済との関連からも木を使わない方がいい、という論

理ではなく、木を使って、経済も支えるということも理解してもらえる。 

 

 小学校の高学年であれば、このような世界の森林減少問題も扱うことは可能

であろう。いずれにしても、自分の身近なものから入っていくようなかたち

にする。例えば割り箸など。また森林認証制度について説明するのであれば、

その制度がどういうものなのか、どんな木が森林認証されているのかなどが

子供にもわかるような説明が必要ではないか。 

 

 この学校では、各教室に大きな画面やプロジェクターが設置されているので、

映像を使った授業は可能で、先生によっては多用している。 

 

５．映像教材についての案内送付先 

 

・47 都道府県教育委員会 

・18 政令指定都市教育委員会 

 

・大学（農学部林学系） 

日本大学 生物資源科学部 森林資源科学科 
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北海道大学 農学部 森林科学科 

岩手大学 農学部 共生環境課程 

宇都宮大学 農学部 森林科学科 

東京農業大学 地域環境科学部 森林総合科学科 

東京農工大学 農学部 地域生態システム学科 

信州大学 農学部 森林科学科 

岐阜大学 応用生物科学部 生産環境科学課程

静岡大学 農学部 環境森林科学科 

三重大学 生物資源学部 共生環境学科 

京都大学 農学部 森林科学科 

京都府立大学 生命環境学部 森林科学科 

島根大学 生物資源科学部 生態環境科学科 

琉球大学 農学部 亜熱帯農林環境科学科 

 

・大学（環境学部系 100校） 

酪農学園大学  環境システム学部 地域環境学科 

酪農学園大学  環境システム学部 環境マネジメント学科 

東北学院大学 教養学部 地域構想学科 

江戸川大学 社会学部 ライフデザイン学科 

江戸川大学 社会学部 経営社会学科 

江戸川大学 メディアコミュニケーション学部マス・コミュニケーション学科 

城西国際大学 環境社会学部 環境社会学科 

日本大学 生物資源科学部 食品ビジネス学科 

日本大学 生物資源科学部 食品生命学科 

日本大学 生物資源科学部 国際地域開発学科 

日本大学 法学部 公共政策学科 

日本大学 法学部 新聞学科 

日本大学 文理学部 社会学科 

日本大学 国際関係学部 国際関係学科 

日本大学 国際関係学部国際ビジネス情報学科 

日本大学 生産工学部 環境安全工学科 

津田塾大学 学芸学部 国際関係学科 

和光大学 現代人間学部 身体環境共生学科 

大東文化大学 環境創造学部 環境創造学科 

武蔵野大学 環境学部 環境学科 環境学専攻/都市環境専攻 

武蔵野大学 環境学部 環境学科 環境学専攻/都市環境専攻 

国士舘大学 文学部 史学地理学科・地理・環境専攻 

国学院大学 経済学部 経済ネットワーキング学科 

早稲田大学 人間科学部 人間環境科学科 

金城学院大学 生活環境学部 生活マネジメント学科 

金城学院大学 生活環境学部 環境デザイン学科 

金城学院大学 生活環境学部 環境デザイン学科 
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佛教大学 社会学部 公共政策学科 

近畿大学 総合社会学部 総合社会学科 

神戸国際大学 経済学部 都市環境・観光学科 

神戸山手大学 現代社会学部 環境文化学科 

広島修道大学 人間環境学部 人間環境学科 

沖縄国際大学 経済学部 地域環境政策学科 

星槎大学 共生科学部(通信制) 共生科学科 

北海道教育大学 教育学部 人間地域科学課程（函館校） 

岩手大学 人文社会科学部 環境科学課程 

東北大学 農学部 生物生産科学科 

茨城大学 教育学部 人間環境教育課程 

筑波技術大学 産業技術学部 総合デザイン学科 

筑波大学 社会・国際学群 国際総合学類 

群馬大学 工学部 社会環境デザイン工学科 

跡見学園女子大学 マネジメント学部 生活環境マネジメント学科 

埼玉大学 経済学部 社会環境設計学科 

聖学院大学 人間福祉学部 人間福祉学科 

千葉科学大学 危機管理学部 危機管理システム学科 

千葉商科大学 政策情報学部 政策情報学科 環境コース 

東京情報大学 総合情報学部 環境情報学科 

和洋女子大学 家政学群 生活環境学類 

お茶の水女子大学 生活科学部 人間・環境科学科 

慶應義塾大学 環境情報学部 環境情報学科 

恵泉女学園大学 人間社会学部 人間環境学科 

駒澤大学 文学部 地理学科・地域環境研究専攻 

東海大学 教養学部 人間環境学科・社会環境課程 

東京家政大学 家政学部 環境教育学科 

東京学芸大学 教育学部 環境総合科学課程 

東京大学 教養学部 広域科学科 広域システム分科 

東京大学 工学部 社会基盤学科 

東京大学 工学部 システム創成学科 

東京都市大学 環境情報学部 環境情報学科 

東京農業大学 国際食料情報学部 国際バイオビジネス学科 

東洋大学 国際地域学部 国際地域学科 

東洋大学 総合情報学部 総合情報学科 

法政大学 人間環境学部 人間環境学科 

法政大学 社会学部 社会政策科学科 

立教大学 社会学部 現代文化学科 

横浜国立大学 教育人間科学部 地球環境課程 

新潟大学 教育学部 生活科学課程 

福井大学 教育地域科学部 地域科学課程 

信州大学 人文学部 人間情報学科 
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長野大学 環境ツーリズム学部 環境ツーリズム学科 

富士常葉大学 社会環境学部 社会環境学科 

名古屋産業大学 環境情報ビジネス学部 環境情報ビジネス学科 

名古屋大学 農学部 生物環境科学科 

人間環境大学 人間環境学部人間環境専攻環境保全コース/環境社会計画コース 

三重大学 人文学部 文化学科 

四日市大学 環境情報学部 環境情報学科 

滋賀県立大学 環境科学部 環境政策・計画学科 

滋賀大学 教育学部 環境教育課程 

京都大学 農学部 食料・環境経済学科 

立命館大学 文理総合インスティテュート(経済・経営学部) 環境・デザイン 

大阪芸術大学 芸術学部 環境デザイン学科 

大阪産業大学 人間環境学部 生活環境学科 

関西大学 社会安全学部 社会安全学科 

甲南女子大学 人間科学部 生活環境学科 

神戸女学院大学 人間科学部 環境・バイオサイエンス学科 

兵庫県立大学 環境人間学部 環境人間学科 

和歌山大学 経済学部 市場環境学科 

鳥取環境大学 環境情報学部 環境政策経営学科 

鳥取環境大学 環境情報学部 環境マネジメント学科 

鳥取大学 地域学部 地域環境学科 

吉備国際大学 国際環境経営学部 環境経営学科 

（環境経営コース/知的財産経営コース/食農経営コース) 

広島大学 総合科学部 総合科学科 

徳島大学 総合科学部 社会創生学科・環境共生コース 

産業医科大学 産業保健学部 環境マネジメント学科 

福岡工業大学 社会環境学部 社会環境学科 

福岡工業大学 工学部 生命環境科学科 

福岡女子大学 人間環境学部 生活環境学科 

長崎総合科学大学 環境・建築学部 人間環境学科 環境技術コース/地域共生コース

長崎大学 環境科学部 環境科学科 

熊本県立大学 環境共生学部 居住環境学科/食健康科学科 

 

・大学院（環境学部系 72校） 

帯広畜産大学大学院  畜産学研究科 生物資源化学専攻 

北海道大学大学院 環境科学院 環境起学専攻 

北海道大学大学院 環境科学院 地球圏科学専攻 

北海道大学大学院 環境科学院 生物圏科学専攻 

青森大学大学院 環境科学研究科 環境管理学専攻 

青森大学大学院 環境科学研究科 環境教育学専攻 

岩手大学大学院  農学研究科 

東北大学大学院  環境科学研究科 環境科学専攻 
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山形大学大学院 農学研究科 生物環境学専攻 

茨城大学大学院  農学研究科 地域環境科学専攻 

筑波大学大学院  生命環境科学研究科 

宇都宮大学大学院 農学研究科 

埼玉大学大学院 理工学研究科 環境システム工学系専攻 

千葉工業大学大学院  工学研究科 生命環境科学専攻 

慶應義塾大学大学院 理工学研究科 開放環境科学専攻 

芝浦工業大学大学院 工学研究科 地域環境システム専攻 

首都大学東京大学院  都市環境科学研究科 

上智大学大学院 地球環境学研究科 地球環境学専攻 

東海大学大学院 地球環境科学研究科 地球環境科学専攻 

東海大学大学院 人間環境学研究科 人間環境学専攻 

 東京工業大学大学院  総合理工学研究科 環境理工学創造専攻 

東京大学大学院 農学生命科学研究科  

東京大学大学院 新領域創成科学研究科 自然環境学専攻 

東京都市大学大学院 環境情報学研究科 環境情報学専攻 

東京農業大学大学院 農学研究科 環境共生学専攻 

東京農工大学大学院 農学府 自然環境保全学専攻 

日本女子大学大学院 人間生活学研究科 生活環境学専攻 

日本大学大学院 総合科学研究科 環境科学専攻 

日本大学大学院 生物資源科学研究科 生物環境科学専攻 

法政大学大学院 環境マネジメント研究科 

武蔵野大学大学院 環境学研究科 環境マネジメント専攻 
立正大学大学院  地球環境科学研究科 

早稲田大学大学院 創造理工学研究科 地球・環境資源理工学専攻 

早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科 

横浜国立大学大学院 環境情報研究院・環境情報学府 

新潟大学大学院 自然科学研究科 

富山大学大学院  理工学教育部 地球生命環境科学専攻 

石川県立大学大学院 生物資源環境学研究科 環境科学専攻 

金沢大学大学院  自然科学研究科 

信州大学大学院 農学研究科 

静岡大学大学院 農学研究科 

名古屋産業大学大学院 環境マネジメント研究科 

名古屋大学大学院 環境学研究科 

人間環境大学大学院 人間環境学研究科 人間環境専攻 

三重大学大学院 生物資源学研究科 

滋賀県立大学大学院 環境科学研究科 

京都大学大学院 農学研究科 

京都大学大学院 地球環境学舎 

京都府立大学大学院 生命環境科学研究科 環境科学専攻 

大阪産業大学大学院 人間環境学研究科 
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大阪府立大学大学院  生命環境科学研究科 

近畿大学大学院 農学研究科 環境管理学専攻 

神戸大学大学院 人間発達環境学研究科  

兵庫県立大学大学院 環境人間学研究科 

鳥取環境大学大学院 環境情報学研究科 

島根大学大学院 総合理工学研究科 地球資源環境学専攻 

島根大学大学院 生物資源科学研究科 環境資源科学専攻 

岡山大学大学院 環境学研究科 

広島大学大学院 総合科学研究科 環境科学部門 

広島大学大学院 生物圏科学研究科 環境循環系制御学専攻 

山口大学大学院 農学研究科 生物資源科学専攻 

徳島大学大学院 総合科学教育部 

愛媛大学大学院 農学研究科  

九州大学大学院  生物資源環境科学府 

福岡工業大学大学院 社会環境学研究科 

長崎大学大学院 生産科学研究科 環境科学専攻 

熊本学園大学大学院 社会福祉学研究科 社会環境学専攻 

熊本県立大学大学院 環境共生学研究科 

熊本大学大学院 自然科学研究科 

宮崎大学大学院 農学研究科 

宮崎大学大学院 農学工学総合研究科 資源環境科学専攻 

鹿児島大学大学院 農学研究科 

 

・NPO 法人「持続可能な開発のための教育の 10 年」推進会議の会員 

（郵送可能なところ 83 件） 

• 櫻木神社社務所 
• 日本ソーラーエネルギー教育協会  
• 特定非営利活動法人開発教育協会/DEAR 
• 特定非営利活動法人開発教育協会/DEAR 大阪事務所 
• 北九州 ESD 協議会 事務局  
• グローバルプロジェクト推進機構（JEARN） 
• 特定非営利活動（NPO）法人コモンビート 
• 立教大学 ESD 研究センター 
• 水を考える女性会議 
• 株式会社日本エコプランニングサービス  
• 岡山大学ユネスコチェア 
• カリタス女子中学高等学校  
• 特定非営利活動法人 地球緑化センター 
• 倉吉北ライオンズクラブ 
• （株）フルハシ環境総合研究所 本社 
• （株）フルハシ環境総合研究所 東京事務所 
• 堺市女性団体協議会（BPW 堺クラブ）  
• （財）北海道国際交流センター 
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• NPO 法人 国頭ツーリズム協会 
• NPO 法人 地球と未来の環境基金 
• 財団法人 日本環境協会 日本橋オフィス 
• 日本自然環境専門学校 
• （社）部落解放・人権研究所 
• ヒューライツ大阪(財団法人アジア・太平洋人権情報センター) 
• 北海道大学 
• （財）京都ユースホステル協会 
• NPO 法人 環境市民 
• 環境市民 東海事務所 
• 環境市民 滋賀事務所 
• NPO 法人 当別エコロジカルコミュニティー 
• NPO 法人 サイカチネイチャークラブ 
• NPO 法人 岩木山自然学校 
• NPO 法人 くすの木自然館 
• NPO 法人 コミネット協会 
• （財）アジア女性交流・研究フォーラム 
• おおさか識字・日本語センター 
• NPO いきいき小豆島事務所 
• NPO 法人しずおか環境教育研究会 (エコエデュ) 
• NPO 法人自然育児友の会 
• 国立大学法人 岩手大学 
• NPO 法人 自然文化国際交流協会 
• 財団法人ユネスコ・アジア文化センター (ACCU) 
• 国立大学法人 筑波大学 農林技術センター  
• 岡山市役所 
• 日本ホリスティック教育協会事務局 
• （有）プラス・サーキュレーションジャパン  
• 社団法人 日本ユネスコ協会連盟 
• とやま国際理解教育研究会 
• 特定非営利活動法人 エコテクノロジー研究会 
• 特定非営利法人 ボランティア・市民活動学習推進センターいたばし 
• 財団法人ボーイスカウト日本連盟 
• 特定非営利活動法人 持続可能な社会をつくる元気ネット 
• 特定非営利活動法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター  
• 財団法人オイスカ  
• ＮＰＯ法人やまぼうし自然学校 
• NPO 法人 ほっとねっと 
• 特定非営利活動法人 地球環境と大気汚染を考える全国市民会議(CASA) 
• 特定非営利活動法人 えひめグローバルネットワーク 
• 特定非営利活動法人 環境文化のための対話研究所 
• 財団法人 日本 YMCA 同盟 
• 財団法人 日本野鳥の会 
• ホールアース自然学校 
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• 日本ハーグ平和アピール平和教育地球キャンペーン(GCPEJ) 
• 社団法人 農山漁村文化協会 
• 財団法人日本ユニセフ協会 
• 社団法人 日本ネイチャーゲーム協会 
• 社団法人 日本自然保護協会（NACS‐J） 
• 社団法人日本環境教育フォーラム 
• 日本アウトドアネットワーク 
• 帝塚山学院大学国際理解研究所 
• 環境テレビトラスト日本委員会（TVE ジャパン） 
• 地球環境を守る会「リーフ」  
• 特定非営利活動法人 生態教育センター 
• 特定非営利活動法人 自然体験活動推進協議会 
• 特定非営利活動法人 国際自然大学校 
• 特定非営利活動法人くりこま高原・地球の暮らしと自然教育研究所 
• くりこま高原自然学校 
• 特定非営利活動法人 グリーンウッド自然体験教育センター 
• 環境・国際研究会 
• 社団法人 ガールスカウト日本連盟 
• 岡山ユネスコ協会 
• NPO 法人 ECOPLUS 
• NPO 法人 エコ･コミュニケーションセンター 

 

・日本環境教育学会 事務局、役員・委員 

役員および各委員会委員 36 名 

 

・全国国際教育研究協議会 

役員及び都道府県事務局の各担当者宛 

都道府県事務局 学校名 

全国国際教育研究協議会 会長／ 

東京都国際教育研究協議会 会長 

神代高校 

全国国際教育研究協議会 事務局長 新宿山吹高校(通) 

全国国際教育研究協議会 会計  玉川聖学院 

全国国際教育研究協議会 副事務局長 新宿山吹高校(定) 

全国国際教育研究協議会 副事務局長 六本木高校 

全国国際教育研究協議会 副事務局長 文京学院大学女子高校 

北海道全国国際教育研究協議会事務局 帯広農業高校 

青森県全国国際教育研究協議会事務局 三本木農業高校 

岩手県全国国際教育研究協議会事務局 花巻南高校 

宮城県全国国際教育研究協議会事務局 宮城野高校 

秋田県全国国際教育研究協議会事務局 能代北高校 

山形県全国国際教育研究協議会事務局 金山高校 

福島県全国国際教育研究協議会事務局 須賀川桐陽高校 

新潟県全国国際教育研究協議会事務局 新発田農業高校 
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茨城県全国国際教育研究協議会事務局 藤代高校 

栃木県全国国際教育研究協議会事務局 足利南高校 

群馬県全国国際教育研究協議会事務局 館林女子高校 

埼玉県全国国際教育研究協議会事務局 春日部女子高校 

千葉県全国国際教育研究協議会事務局（会長） 薬園台高校 

千葉県全国国際教育研究協議会事務局（事務局長） 松戸国際高校 

東京都全国国際教育研究協議会事務局（事務局長） 一橋高校（通） 

山梨県全国国際教育研究協議会事務局 山梨園芸高校 

長野県全国国際教育研究協議会事務局 下高井農業高校 

神奈川県全国国際教育研究協議会事務局 白山高校 

静岡県全国国際教育研究協議会事務局 静岡城北高校 

富山県全国国際教育研究協議会事務局 桜井高校 

石川県全国国際教育研究協議会事務局 七尾東雲高校 

岐阜県全国国際教育研究協議会事務局 各務原高校 

愛知県全国国際教育研究協議会事務局 御津高校 

三重県全国国際教育研究協議会事務局 四日市農芸高校 

福井県全国国際教育研究協議会事務局 大野高校 

滋賀県全国国際教育研究協議会事務局（会長） 湖南農業高校 

滋賀県全国国際教育研究協議会事務局（事務局長） 大津高校 

京都府全国国際教育研究協議会事務局 城陽高校 

大阪府全国国際教育研究協議会事務局（会長） 岸和田高校 

大阪府（事務局長） 箕面高校 

奈良県全国国際教育研究協議会事務局（会長） 法隆寺国際高校 

奈良県全国国際教育研究協議会事務局（事務局長） 奈良高校（通） 

和歌山県全国国際教育研究協議会事務局 南部高校 

兵庫県全国国際教育研究協議会事務局 宝塚西高校 

鳥取県全国国際教育研究協議会事務局 青谷高校 

岡山県全国国際教育研究協議会事務局 高松農業高校 

島根県全国国際教育研究協議会事務局 出雲農林高校 

広島県全国国際教育研究協議会事務局 安芸府中高校 

山口県全国国際教育研究協議会事務局 高森高校 

徳島県全国国際教育研究協議会事務局 海部高校 

香川県全国国際教育研究協議会事務局 高松第一高校 

愛媛県全国国際教育研究協議会事務局 伊予農業高校 

高知県全国国際教育研究協議会事務局 高知農業高校 

福岡県全国国際教育研究協議会事務局 久留米高校 

佐賀県全国国際教育研究協議会事務局 伊万里農林高校 

長崎県全国国際教育研究協議会事務局 長崎商業高校 

大分県全国国際教育研究協議会事務局 別府羽室台高校 

宮崎県全国国際教育研究協議会事務局 都城泉ヶ丘高校 

鹿児島県全国国際教育研究協議会事務局 志布志高校 

沖縄県全国国際教育研究協議会事務局 未来工科高校 
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・全国環境パートナーシップオフィス（EPO） 

• EPO 北海道 
• 東北環境パートナーシップオフィス 
• EPO 中部 
• 近畿環境パートナーシップオフィス 
• EPO ちゅうごく 
• 四国ＥＰＯ 
• 九州環境パートナーシップオフィス 
 

・環境情報施設（環境らしんばんより 55 件抽出） 

• 神奈川県立地球市民かながわプラザ 
• 大阪府環境情報プラザ 
• 札幌市環境プラザ 
• 仙台市環境交流サロン 
• 宮城県環境情報センター 
• みやぎ･環境とくらし･ネットワーク（MELON) 
• 十勝環境複合事務組合くりりんセンター 
• リサイクルプラザ苫小牧 
• 北海道環境サポートセンター 
• いわて環境学習交流センター 
• 山形県環境科学研究センター 
• いわき市リサイクルプラザ クリンピーの家 
• ちば環境情報センター 
• 埼玉県環境科学国際センター 
• 新宿区立環境学習情報センター 
• 自然環境情報ひろば 丸の内さえずり館 
• 埼玉県自然学習センター 
• 板橋区立エコポリスセンター 
• 品川区環境情報活動センター 
• 環境学習情報館 えこっくる江東 
• 環境学習情報センター あらかわエコセンター 
• 台東区立環境ふれあい館ひまわり 
• 港区立エコプラザ 
• 目黒区立平町エコプラザ 
• 神奈川県環境科学センター 
• 財団法人とやま環境財団 
• 名古屋市環境学習センター（エコパルなごや） 
• 越前市エコビレッジ交流センター 
• 上越市環境情報センター 
• 上越市地球環境学校中ノ俣学習施設 
• 山梨県環境科学研究所 
• 長野県環境保全研究所 飯綱庁舎 
• 石川県消費生活支援センター 
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• 石川県 県民エコステーション 
• 豊田市環境学習施設 eco-T 
• 三重県環境学習情報センター 
• 三重環境県民会議 
• 四日市市環境学習センター 
• 淡海ネットワークセンター（淡海文化振興財団） 
• 京都市環境保全活動センター 京エコロジーセンター 
• 地球デザインスクール 
• 大阪市立環境学習センター 生き生き地球館 
• おおさか ATC グリーンエコプラザ 
• ひょうごエコプラザ 
• あまがさきルーム・エコクラブ 
• 西宮市環境学習サポートセンター 
• （財）広島県環境保健協会内 「環境と健康の学習ルーム」 
• 岡山市環境情報センター 
• 熊本県環境センター 
• 沖縄県地域環境センター 
• 福岡市保健環境学習室「まもるーむ福岡」 
• 熊本市環境総合センター 
• 宮崎県環境情報センター 
• 屋久島環境文化村センター 
• 屋久島環境文化研修センター 
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第５章 出前講座の実施 

森林減少、違法伐採問題、木材調達のグリーン化について、木材製品等の生産者と消費者に対

して普及を図るため、全国を対象として、住宅関連団体及び企業、家具・DIY 関連団体及び企業、

消費者団体、環境関連団体等における勉強会、また大学等における環境教育の授業や各種イベン

ト等において出前講座を 53 回実施した。対象に応じて、講座内容や配布資料を変え、よりわかり

やすい講座になるように努めた。講座実施時には、下記の資料から抜粋したものを配布した。配

布資料のコピーは、添付資料４を参照。 

 

１．配布資料 

環境省パンフレット「世界の森林を守るために」 

環境省ちらし「世界の森林は刻々と減少しています。」 

フェアウッドパンフレット 

 

２．講師リスト 

坂本 有希 （財）地球・人間環境フォーラム企画調査部長／フェアウッド担当 

根津 亜矢子 （財）地球・人間環境フォーラム企画調査部研究員／フェアウッド担当 

飯沼 佐代子 （財）地球・人間環境フォーラム企画調査部研究員／フェアウッド担当 

岡崎 時春 国際環境 NGO FoE Japan 森林プログラム／フェアウッド担当 

中澤 健一 国際環境 NGO FoE Japan 森林プログラム／フェアウッド担当 

三柴 淳一 国際環境 NGO FoE Japan 森林プログラム／フェアウッド担当 

木村 輝一郎 フェアウッド・パートナーズ 

三上 雄己 フェアウッド・パートナーズ 

 

３．出前講座実施リスト 

No. 日時 イベント・実施団体名 住所 参加人数 

1 2009/4/9 大学 東京都港区 25 人 

2 2009/4/16 インテリアプランナー向け 東京都新宿区 100 人 

3 2009/4/20 家具メーカー 東京都渋谷区 20 人 

4 2009/5/24 一般 神奈川県鎌倉市 25 人 

5 2009/6/8 美容師向け 東京都渋谷区 21 人 

6 2009/6/9 大学 埼玉県新座市 40 人 

7 2009/6/11 NGO 東京都目黒 50 人 

8 2009/6/14 一般 東京都秋葉原 20 人 

9 2009/6/25 丸の内さえずり館 東京都千代田区 30 人 

10 2009/7/4 NGO 東京都渋谷区 12 人 

11 2009/7/23 丸の内さえずり館 東京都千代田区 14 人 

12 2009/7/25 一般 東京都目黒区 34 人 

13 2009/8/2 一般 東京都渋谷区 10 人 

14 2009/8/5 家具メーカー 東京都渋谷区 33 人 

15 2009/8/19 企業 埼玉県八潮市 20 人 

16 2009/8/22 企業 千葉県浦安市 10 人 
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17 2009/8/24 一般 大阪府大阪市 30 人 

18 2009/8/27-29 Japan DIY Homecenter Show 千葉県千葉市 60 人 

19 2009/8/27 丸の内さえずり館 東京都千代田区 16 人 

20 2009/9/15 住宅メーカー 東京都渋谷区 100 人 

21 2009/9/25 美容師向け 東京都渋谷区 30 人 

22 2009/9/26 美容師向け 東京都渋谷区 30 人 

23 2009/9/27 美容師向け 東京都渋谷区 30 人 

24 2009/9/26 NPO 埼玉県飯能市 30 人 

25 2009/10/3 NGO 東京都渋谷区 25 人 

26 2009/10/3 森の音楽祭 山梨県清里 200 人 

27 2010/10/9 大学 東京都港区 30 人 

28 2009/10/11-12 ロハスフェスタ 大阪府万博記念

公園 

の べ 200

人 

29 2009/10/13 高校 東京都文京区 7 人 

30 2010/10/15 大学 東京都港区 20 人 

31 2009/10/18 一般 滋賀県近江八幡

市 

15 人 

32 2009/10/19 一般 京都府京都市 15 人 

33 2009/10/22 大学 東京都世田谷区 7 人 

34 2009/10/23 大学 東京都千代田区 6 人 

35 2009/10/24 NPO 静岡県富士宮市 20 人 

36 2009/10/29 NPO 東京都豊島区 25 人 

37 2009/10/30-11/3 東京デザイナーズウィーク 2010 東京都港区 50 人 

38 2009/11/6 企業 東京都港区 30 人 

39 2009/11/11-13 ジャパンホームビルディングショー 東京都江東区 のべ 50 人

40 2009/11/14-15 ライフスタイルフォーラム 東京都新宿区 の べ 100

人 

41 2009/11/29 アースフェスタ世田谷アースヴィレ

ッジ 

東京都世田谷区 30 人 

42 2009/12/4 家具メーカー 東京都江東区 50 人 

43 2009/12/10-12 エコプロダクツ 2009 東京都港区 100 人 

44 2009/12/20 一般 群馬県伊香保 20 人 

45 2010/1/15 大学 埼玉県新座市 53 人 

46 2010/1/24 環境福祉学会 東京都千代田区 100 人 

47 1/13-1/16 きこりんの森 東京都港区 200 人 

48 2010/2/6 新宿まちの先生見本市 東京都新宿区 50 人 

49 2010/2/17 企業 大阪府大阪市 10 人 

50 2010/3/20 一般 山形県鶴岡市 35 人 

51 2010/3/25 企業 東京都港区 20 人 

52 2010/3/27 一般 東京都目黒区 6 人 

53 2010/3/31 一般 静岡県焼津市 20 人 
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４．出前講座の実施風景 

 

●学生 

日時：10 月 13 日（金）10:00-11:30 

場所：地球・人間環境フォーラム会議室 

 

 

●企業 

日時：3月 25 日（木） 

場所：  
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第６章 政府広報を通じた情報提供 

環境省の取り組みとして、テレビ番組の政府広報において、森林減少問題や木材のグリーン化

についての番組製作を実施した。 

 

（１）峰竜太のナッ得ニッポン「木材調達のグリーン化を通じた違法伐採対策」 

講師： 地球・人間環境フォーラム 坂本有希  

放送日時： 2009 年 8 月 28 日 21:30-22:00、30 日 11:00-11:30 放送 

放送局： BS 朝日 
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第７章 今後の課題 

 同キャンペーンを継続するにあたり、今年度の活動を踏まえ、検討すべき事業の提案を以

下に述べる。 

 

（１） 今回作成した教材の活用について 

今年度は、本キャンペーン事業のテーマを鑑み、高校生・大学生を対象として、映像教

材を製作したが、これを実際に高校や大学の授業で活用してもらうために、働きかけを継

続して行うべきと考える。今年度の事業には、教材を普及させる部分までは含まれていな

かったので、今後は普及するための働きかけを実施すべきである。 

また、今回作成した映像をもとにし、マニュアルの内容をより充実させる、実践にあっ

たものに改善させることを優先すべきと考える。 

今回検討委員を依頼した委員の所属団体や聞き取りを行った環境教育を実施している

団体との協力にもとづいて、映像教材を活用した授業案を環境問題に関心のある教員等か

ら募集し、開発するなども考えられるのではないか。 

 

（２）対象年齢について 

実際に小学生に環境教育を実施している団体への聞き取りの結果、小学生では、まず 4

年生以下では、「世界」ということを理解してもらうのは難しく、5年生以上で、授業で多

少学んだとしてもまだかなり難解なテーマである。しかしながら、やり方によっては、小

学校の高学年であれば、対象になると思われる。低学年を対象とするのは、非現実的と思

われる。 

今回の教材を作成するにあたり、重要な言葉は「世界の森林減少・劣化問題」「違法伐

採」「持続可能な森林経営」「木材の持続可能性・合法性」などであり、それらの言葉を必

ず教材の中に含ませることが求められたが、以上すべての言葉が小学生に理解してもらう

には、難解すぎると考えられる。こういう状況の中で、あえてこの「世界の森林減少問題

と私たちの暮らし」ということを小学生レベルでも理解してもらいたいということであれ

ば、上記キーワードからエッセンスを抽出するのか、一つでも子供に理解してもらいたい

ことを単純化し、それをどう伝えるかを専門家を交えた上で、この内容を決定するためだ

けに１年ほどかけて、深く議論する必要があると考える。今回のようにすべての要素をさ

まざまな観点から網羅するような教材作成は、ふさわしくないのではないか。 

小学生に対しては、とくに自分たちの身近な部分、生活との接点が求められる。こうい

う観点からは、どうしても国内の林業や森林の役割ということに触れるのが自然である。

このような場合、もし可能であるならば林野庁との共同事業のようなものにし、世界の森

林問題を扱うだけでなく日本の森についても情報を提供できると有益であると考える。 

また、環境省で環境教育を取り扱っている部局や文部科学省の環境教育を担当する部署

との情報共有や情報交換を実施した方がシナジー効果が得られると考える。 

 

（３）出前講座の実施について 

今後は作成した DVD 教材と指導マニュアルを活用した講座も適宜実施していきたい。出

前講座は、実施先の要望もあり、一方的に押し付けることはできないが、講義形式で、情

報だけを伝えるのではなく、参加者同士ディスカッションをするなど、ワークショップの

ような形式での講座もこの問題の理解に役立つのではないか。 
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今年度の出前講座において活用したフェアウッド・パートナーズ制作のドキュメンタリ

ー映像「木の来た道」を一般向け、今回制作した「人と木」を高校生・大学生向けとして、

PR していくことでより幅の広い対象者にアプローチできると考える。 

ワークショップ形式の講座を展開するためには、その手法の開発・検証が必要になるだ

ろう。 

 

（４）消費者団体への働きかけ 

多くの消費者団体は、多重債務、食の安全、悪質商法など、消費者の生活の安全を緊急

な課題としていることが多い。また、環境問題を扱う場合でも、温暖化問題、3R、また昨

今は生物多様性の話題などを扱っているが、森林減少問題については、重要性を理解はし

ていてもなかなか取り組む余裕のないのが現状のようである。今後は、今年度作成した DVD

教材が提供できることなども伝えながら、引き続き粘り強く働きかけを行うのがいいので

はないか。または、「紙」や「住居（木造）」など、ある製品に特化したかたちでアプロー

チをした方が、消費者団体もとりかかりやすいかもしれない。 
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フェアウッドクイズの例 
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DVD「人と木～世界の森林を守るために、今私たちにできること」 
第１章（7 分 21 秒） 

ナレーション+INTVW 差し込み映像／写真 キャプション 

introduction      

私たちの暮らしの中には、

たくさんの、木から出来き

たものが溢れています。そ

の木は、国内の森からだ

けではなく、世界中の森か

らやってきます。 

森の映像   

机や椅子、ノートや雑誌等

が、どこのどんな木から出

来たのか、思いを巡らせた

ことはありますか？それら

の木は、どんな森からやっ

てきたのでしょうか？ま

た、森とは、私たち人間に

とって、一体どんな存在な

のでしょうか？ 

木材製品例 映像   

 chapter 1： 森林の役割／森林と人間 

ナレーション無し motion graphic 1：森林の役割 

 

 

  

ナレーション無し motion graphic 2：森林と人間
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これは現在の世界の森林

の分布を表した地図です。

緑色の部分が森林です。 

世界の森林面積は、現在

およそ 39.5 億ヘクタール、

全陸地面積のおよそ 30％

を占めています。 

 

 

現在の森林分布図 

  

現在の森林の分

布 

（資料：FAO「森

林資源評価

2005」) 

世界での森林面積の増減

をまとめると、このようにな

ります。 

植林もされていますが、減

少している森林の量がまさ

っています。毎年、730 万

ha、およそ日本の面積の１

/５、ちょうど北海道の面積

に相当する森林が失われ

ているのです。 

 

世界の森林面積

の年平均の増減

（資料：FAO「森

林資源評価

2005」） 

一体、世界の森林の現場

では何が起きているのでし

ょうか？ 

森の映像 
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森林の減少は、一見、遠く

の場所で起こっている、私

たちには関係のないことの

ように見えますが、実は、

私たちの暮らしに深く繋が

っているのです。 

森→森や製品のモザイク→都市俯瞰→雑踏  
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第２章（4 分 20 秒） 
 
Chapter2     

ナレーション 差し込み映像／写真 キャプション 

世界の森林は刻々と減少・劣化を続け

ています。この森林減少・劣化の背景

には様々な原因があります。 

写真： 

 

森林減少・劣化の原因 

人口の増加に伴い、人間は森林を切り

開いて農地等へ変え、食糧やお金など

を得てきました。                     

農地等への転換 

写真 

 
映像 

農地等への転換 

開発途上国では、生活に使う燃料を得

るために木材が伐採され、人口の増加

のために、森林が回復せずに減少して

います。 

また、自然回復力に配慮しない非伝統

的な焼き畑農業が行われることも森林

減少・劣化につながっています。 

燃料用木材の過剰採取や非伝統的な焼き畑

農業の増加 

（写真）

 
 

 

燃料用木材の過剰採取 

 

非伝統的な焼き畑農業の増

加 
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農地開発のための火入れや焼き畑農

業などの火の不始末、落雷などによっ

て発生する森林火災も森林減少・劣化

の要因の一つです。 

森林火災 

写真（資料写真（おそらくアメリカの森林火災

の写真）） 

 

森林火災 

また、持続可能な森林経営が行われて

いないことも大きな原因となっており、

特に違法伐採問題が指摘されていま

す。 

伐採した後に木を植えたり育てたりす

るコストが含まれていない違法伐採木

材製品が、国際市場で不当に安い値

段で流通することにより、輸入国の持

続可能な森林経営をもさまたげること

になるのです。 

木材価格の対比のイラスト/違法伐採 

  

 

持続可能な森林経営      

違法伐採             

様々な原因によって引き起こされる森

林減少や劣化。これは気候変動の一つ

の要因となっており、また生物多様性

の損失をもたらすなど、私たちの暮らし

にも影響を及ぼしています。 

気候変動 

（洪水） 

 

生物多様性（オランウータンなど） 

気候変動 

洪水 

 

生物多様性の喪失 
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森林が失われると、水をためておく機

能や土砂の流出・崩壊を防止する役目

も果たせなくてなります。 

 

木材だけでなく食べ物や薬草などを森

林に頼って生活する地域住民は、森林

がなくなれば昔ながらの生活が奪われ

ることになります。 

土砂崩れの写真 

（資料写真） 

 

森を利用する地域住民の映像 

 

土壌侵食防止や水源涵養

機能の劣化 

 

 

地域文化・住民生活の破壊 

私たちの住んでいる日本は、利用する

木材のおよそ８割を輸入に頼っていま

す。 

日本地図→世界地図→日本に輸入されてい

る木材量をあらわす矢印

 

木材の 8 割を輸入 

そして、それらの木材を、住宅・家具・

紙製品など様々な形で、私たちは利用

しています。 

 

私たちの毎日の暮らしは、海外の森林

と深くつながっているのです。 

家、家具、紙（本） 

木でできた家具などの一般的な映像 
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ナレーション無し motion graphic 3 

 

  

現在、世界で起きている森林減少・劣

化の進行を食い止めるために、私たち

に今できる事はあるのでしょうか？  

森や木、木材製品などを見せる 
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第３章（8 分 40 秒） 
 

ナレーション+INTVW 差し込み映像／写真 キャプション 

私たちの現代の生活を支えるため

に、世界では森林が減少・劣化して

います。 

 

この問題を解決するために、さまざま

な取り組みが行われています。 

 

 

イメージ映像 

（インドネシアの森） 

  

日本政府は、「違法に伐採された木

材を使用しない」との考え方に基づ

き、2006 年に「グリーン購入法」を改

正、国などが購入する木材や木材製

品について、「合法性」などが証明さ

れたものでなくてはならないという措

置を導入しました。 

 

合法性を証明する方法としては、森

林認証を活用する方法、業界団体の

認定を受けた事業者が証明する方

法、事業者独自の取り組みにより証

明する方法の三つがあります。 

 

政府調達だけでなく、広く民間企業

や一般にも普及を図るために、広報

活動も行っています。 

日本の森の絵 

 

 

議事堂の建物の外観 

 

 

キャンペーンの取組の写真等 

地下鉄の中吊りの様子 

イベント 

グリーン購入法 

 

木材・木材製品の「合

法性」が証明されなけ

ればならない 

 

合法性、持続可能性の

証明 

（１）森林認証を活用す

る方法 

（２）業界団体の認定を

受けた事業者が証明

する方法 

（３）事業者独自の取り

組みにより証明する方

法 
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この他にも、世界の持続可能な森林

経営を推進していくために設置され

た国連森林フォーラムのような国際

的な対話に参画・貢献しています。 

 

また、JICA や国連の条約機関である

ITTO などを通じて、開発途上国の取

り組みを支援しています。 

国連の外観／ 

 

会議場の模様 

JICA の事業の写真 

 

国際協力機構（ＪＩＣＡ） 

 

国際熱帯木材機関（ＩＴ

ＴＯ） 

一方、民間では、森林認証制度の取

り組みが行われています。森林認証

制度とは、第三者機関が適切に管

理・運営された森林を認証し、そこか

ら出た木材に証明書等を付けて流通

させる制度です。認証製品には、各

認証機関のラベルが付いているた

め、トレーサビリティーをしっかり確保

することができます。 

この他、森林に関係する業界団体な

ども合法性の証明のための取り組み

を行っています。 

各認証マーク（PEFC, FSC, SGEC) 

 

 

 

認証材製品 

FSC や PEFC のノート、コピー紙、鉛筆など 

 

 

 

 

「GOHOWOOD」のポスター 

森林認証制度 

栃木で代々林業を営んでいる高見林

業の斉藤さんは、日本の森林認証制

度 SGEC を 2005 年に取得しました。 

 

SGEC の森 

斉藤さんの話：  

  「まだ、一般消費者の方は、森林

認証材というものを、良くご存知じゃ

ない。実は。当社に来て、初めて、そ

の森林認証というものを、知る方が

ほとんどなんですけども。その方々

に、国際的な管理基準に、準じた生

産してますよ、当社で生産された木

斉藤さんインタビュー、森、木材＋二次元バーコー

ド 

 

高見林業 代表取締役

斎藤正 
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材は、きちんと循環されてますよ。切

っても良い木なんです、ということを

説明します。そうすると、みんな安心

して、家の材料として、使って下さる

んですね。そして、家になった後も、

とても愛着を持って暮らしてくださる

んですけども。」  

 

 「一連の流れを明確にするために、

我々はですね、一本一本の丸太に二

次元バーコードの付いたシリアル番

号を打ってます。それを見て、お施主

さんは、より一層の、トレーサビリティ

ーの確かさというものを感じて下さっ

て、安心してくださるんです。」 

 

 

日本の森林率が国の面積のおよそ７

割もあるという事実に着目し、15 年

程前から国産材を積極的に使ってい

こうとしている、木材流通を担う会社

もあります。 

    

木童のショールーム 

   

木原さんの話：                    

  「新宿にショールームを持ったの

も、もっと山を一般の人達に近づけた

いと思ったんです。特定な場所に行

かないと見れないんかっていう事じゃ

なくて、都会のど真ん中に木の匂い

がするようなところがあるっていうこと

を、作りたかった・・・。」 

                                

「自分たちが家を作るーという時に、

まだ基礎も出来ていない段階で、わ

れわれは木を調達する訳ですから、

その時に住まい手を連れて行ってあ

げると、『私らの家がほんまに出来

る！』という話になって、喜ばれて。こ

木原さんインタビュー、ショールーム内部、木童の

建築物件、山、森 

 

 

木童 代表取締役 木

原巌 

 

木童新宿ショールーム
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の人が製材してくれるからとか、たか

だか木ですら、こんなに人が関わっ

ている、っていうことも皆分ってくれ

て・・・。この前もそうですけど、山から

帰るときに、『私は木原さんと知り合

って、ほんとに幸せ者ですわ。ほんと

に、幸せだったと思います。』って言う

から、『まだ、出来てへんで。家は。

（笑）』だけど、そこで、それぐらい喜

んでくれて・・・住まい手が喜んでくれ

る。」 

 

 

木原さんのような取り組みは、国内

の森から出た、生産者の見える木材

の流通にも一役買っています。 

日本の森 

 

海外の森 
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海外とのつながりでは、チーク材を使

用した家具を製造・販売している会

社が、インドネシアの「コミュニティー・

フォレスト」から出る「顔の見える木

材」に注目しています。 

コミュニティー・フォレストとは、地域

の住民が共同で、持続可能な森林経

営をしていく形態です。 

インドネシアの村風景等 

 

 コミュニティ・フォレス

ト 

大山さんの話： 

「われわれが、通常使っているチーク

というのも、‘プルム・プルフタニ’とい

う、比較的管理されている、世界的に

管理されてると認められている森の

木を使ってますけども・・・より、コミュ

ニティー・フォレストの木であれば、も

っと生産者が誰、切った方が誰、製

材した人が誰と、みんなの顔がそれ

ぞれ、ほんとに限定して分ると。まる

で・・・野菜なんか一緒ですけども、生

産農家の顔が見えるという、それに

近いものがコミュニティー・フォレスト

にはあるので、説明していく上では非

常にいいなと思ったんです。」 

 

「非常に、全てが透明である、という

ところに魅力を感じて。その透明であ

るって事を、多分世の中の人は、全く

知らないというか、普通は知り得ない

事なんで。そこをうまく説明、表現し

ていくことを、一緒に商品に盛り込ん

で行けば、絶対ブランドになるなと。」 

大山さんインタビュー、 

 

インドネシアの森、村風景、村の製材所の映像 

 

イスタナテラス 代表取

締役社長  

大山典保 
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大山さんは、このコミュ二ティー・フォ

レストの「顔の見える木材」を通じて、

売り手や買い手に対して、さらにトレ

ーサビリティーの明快な商品の開発

を目指しています。 

テラス家具 

   

「持続可能な森林経営」がなされてい

る森林からの木材製品を積極的に使

うことと同時に、木材を大切に使うこ

とも重要です。 

 

店舗や家屋を解体した時にでる廃材

を利用し、内装や家具制作をしてい

るラケル・メジェールという会社があ

ります。そこでは、通常は捨てられた

り、処分されたりするものを再生さ

せ、新たな物として生き返らせます。 

森映像、ラケル工房 

 

  

飯田さんの話：  

「無垢材ってことに、すごい僕はこだ

わっているんですけど・・・。無垢材っ

ていうのは、永遠にリサイクルし続け

られるから。最終的には燃料にもな

るし。古くなっても、要するにカンナか

けると、もうね、新しいそのまんまの

きれいな肌が出て来る。その瞬間が

気持ちよくて、たまんないんですよ

ね。」 

 

「ほんとの古い、築 100 年前とか、そ

ういう、しっかりした建物はリサイクル

されるようになってますけど、ごく一

般的な木造住宅は、ほとんど処分さ

れちゃってるていうのが現状なんで。

僕はそれも十分・・・ま、手間暇かか

りますけど、もっともっと使っていった

ほうがいいと思います。」 

飯田さんインタビュー、古材の絵、ラケル家具、工

房風景 

 

ラケルメジェール 代表

取締役 

飯田善郎 

 

無垢材＝一本の木か

ら、切り出したままの木

材 
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飯田さんの話： 

「デザインですよね。廃材を使ってる

けど、新しく、人が見て面白いってい

うのを、作るようにはいつも心がけて

いますね。」 

       

「新たに作り直して他のものにす

る・・・ストーリーがあるってことが、僕

は大事だと思いますね。」 

廃材を使って製作した家具 

 

 

このように、国・企業・個人などが、持

続可能な森林経営を支えるため、

様々な努力をしています。 

 

より良い未来のために、今、私たちに

何が出来るでしょうか？ 

 

普段、身の回りにあるモノの向こう側

にある、森や木たちを想像してみまし

ょう。 

 

森を守ることは、世界を守ること。 

木を選ぶことは、未来を選ぶこと。 

 

選ぶのは、あなたです。 

森、街、身の回りのもの 
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③
森
林
と
人
間
（
モ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
）

 
④
世
界
の
森
林
の
現
状

 
 第

２
章

 
世
界
の
森
林
と
日
本
の
木
材
利
用

 
4
分

20
秒

 
①
海
外
の
森
林
減
少
・
劣
化
の
原
因
と
そ
の
影
響

 
②
日
本
の
木
材
輸
入
の
現
状

 
③
現
代
の
消
費
社
会
（
モ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
）

 
 第

３
章

 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

 
8
分

40
秒

 
①
日
本
政
府
の
取
り
組
み

 
②
合
法
性
・
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材
・
紙
製
品

 
③
地
域
住
民
が
適
切
に
管
理
し
て
い
る
木
材

 
④
木
材
製
品
の
修
理
・
再
生
、
古
材
・
廃
材
利
用
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教
材

の
活

用
の

仕
方

 
 本
教
材
は
、
添
付
の

D
V

D
「
人
と
木
～
世
界
の
森
林
を
守
る
た
め
、
今
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
～
」
と
並
行
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

 
 対

象
 

• 
高
校
生
・
大
学
生
以
上

 
• 

小
学
校
高
学
年
以
上
（
第

1
章
の
み
な
ど
部
分
的
に
使
用
、
ま
た
は
補
足
説

明
を
加
え
れ
ば
、
小
学
生
向
け
授
業
な
ど
で
も
使
用
で
き
ま
す
）

 
• 

学
校
の
授
業
以
外
で
も
、
環
境
問
題
に
興
味
を
持
つ
一
般
の
方
、
企
業
の
勉

強
会
な
ど
で
も
ご
活
用
く
だ
さ
い

 
 学
習
の
ね
ら
い

 
 森

林
の
持
つ
機
能
に
つ
い
て
理
解
す
る

 
 世

界
で
森
林
が
減
少
・
劣
化
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る

 
 森

林
減
少
・
劣
化
の
原
因
を
知
る

 
 違

法
伐
採
も
森
林
減
少
・
劣
化
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
理
解

す
る

 
 森

林
減
少
・
劣
化
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
考
え
、
理
解
す
る

 
 森

林
減
少
・
劣
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る

 
 持

続
可
能
な
森
林
経
営
に
つ
い
て
知
る

 
 私

た
ち
個
人
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
行
動
に
う
つ
す

 
 関
連
用
語

 
森
林
減
少
・
劣
化

 
p.

23
-2

9 
違
法
伐
採
問
題

 
p.

25
-2

7 
森
林
の
機
能

 
p.

19
、

p.
27

-2
9 

合
法
性
・
持
続
可
能
性

 
p.

33
-3

4 
森
林
認
証
制
度

 
p.

33
 

気
候
変
動

 
p.

27
 

生
物
多
様
性

 
p.

28
 

4
 

授
業
パ
タ
ー
ン
案

 
授
業
を
実
施
す
る
際
の
パ
タ
ー
ン
を

3
つ
提
案
し
て
い
ま
す
。
授
業
を
進
め
る
上

で
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 １

．
50

分
授
業
×

2
コ

マ
 

２
．

90
分
授
業
×

1
コ

マ
 

３
．
小
学
生
・
中
学
生
用

 
 ま
た
、
宿
題
に
使
え
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も

2
種
類
用
意
し
ま
し
た
。

A
4

サ
イ
ズ
に
拡
大
コ
ピ
ー
し
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
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授
業

の
す

す
め

方
の

ヒ
ン

ト
 

 ＜
パ

タ
ー

ン
１

 
50

分
×

2
コ

マ
／

高
等

学
校

向
け

＞
 

■
1
日

目
 

第
1
章
 

森
林
の
役
割
、
森
林
と
人
間

 
S

TE
P

 1
 森

林
の
役
割
を
考
え
る

 
◎
み
ん
な
で
話
し
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

 
森
と
聞
い
て
、
連
想
す
る
こ
と

は
？
森
か
ら
私
た
ち
が
得
て

い
る
恵
み
は
何
か
挙
げ
て
み

よ
う

。
 

材
料
や
燃
料
用
の
木
材
、
木

ノ
実

、
山

菜
、

キ
ノ
コ
。
水
を
た
め
て
い
る
。
土
砂
崩
れ

の
防
止
な
ど

 

3
分

 

身
の
回
り
で
木
か
ら
で
き
て

い
る
製
品
は
何
が
あ
る
？
木

は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
？

 

木
造
の
家
、
家
具
（
テ
ー
ブ
ル
、
机

、
イ

ス
、
ベ
ッ
ド
、
棚
）
、
食
器
（
お
椀
・
お

皿
、
お
箸
）
、
紙
（
コ
ピ
ー
用
紙
、
本
、

マ
ン
ガ
、
雑

誌
、
新
聞
）
、
小
物
（
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
、
お
も
ち
ゃ
）
、
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
（
ほ
う
き
の
柄
）
等

 

5
分

 

ビ
デ
オ
第

1
章
を
見
る

 
8
分

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

 
原
始
的
な
生
活
や
化
石
燃
料

を
使
う
前
の
生
活
で
は
木
は

何
に
使
わ
れ
て
い
た
か
？

 

燃
料
、
建
造
物
の
素
材
、
船

、
馬
車
、
武

器
、
農
耕
作
の
た
め
の
道
具

 
5
分

 

 第
2
章
 

世
界
の
森
林
と
日
本
の
木
材
利
用

 
S

TE
P

 2
 森

林
が
減
少
す
る
原
因

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

 
世
界
で
森
林
が
減
少
・
劣
化
し

人
口
増
加
、
異
常
気
象
、
気

候
変
動
、
森

5
分

 

6
 

て
い
る
理
由
を
考
え
て
み
よ

う
？

 
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
的

に
、
正
し
い
答
え
を
言
う
と
い

う
よ
り
は
、
思
い
つ
い
た
ま
ま

の
理
由
を
言
っ
て
も
ら
う
。

 

林
火
災
な
ど
。

 

ビ
デ
オ
の
第

2
章
を
見
る

 
5
分

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

 
違
法
伐
採
と
聞
い
て
思
い
浮

か
べ
る
の
は
ど
ん
な
行
為
？

ど
う
い
う
こ
と
を
違
法
伐
採

と
い
う
の
か
、
何
が
考
え
ら
れ

る
か
。
ま
た
は
、
ま

っ
た
く
見

当
が
つ
か
な
い
か
。
通
常
「
違

法
」
と
い
う
の
は
、
何
を
指
す

か
 

木
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
切
っ
て

し
ま
う
こ
と
。
許
可
さ
れ
て
い
る
よ
り
も

多
く
の
量
を
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
な

ど
。

 

5
分

  

日
本
の
木
材
自
給
率
は
何

割
？
こ
の
自
給
率
は
何
を
意

味
し
て
い
る
か
？

 

約
2
割
。
北
米
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
東

南
ア

ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
米
な
ど
が

主
な
輸
入
元
。
つ
ま
り
、
海

外
の
森
が
な

け
れ
ば
、
今
の
日
本
の
私
た
ち
の
暮
ら
し

は
成
り
立
た
な
い
。

 

5
分

 

 第
３
章
 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

 

S
TE

P
 3

 森
林
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
？

 
ビ
デ
オ
第

3
章
を
見
る

 
（
宿
題
を
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
ビ
デ
オ
を
見
る
）

 
9
分

 

 ■
次
回
ま
で
の
宿
題
（
下
記
よ
り
一
つ
を
選
択
）

 
１

．
 森

林
認
証
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
も
の
や
、
森
林
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
と
い

う
製
品
が
身
の
回
り
に
あ
る
か
調
べ
て
み
よ
う
。
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１
参
照
） 
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 実
物
を
お
店
で
見
つ
け
た
ら
、
写
真
を
撮
る
。
ま
た
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
み
る
。

 
 ど

ん
な
メ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
か
？
そ
の
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
調
べ

て
、
合
法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
の
説
明
や
環

境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
な
い
か
、
調
べ
て
み
る
。

 
 森

林
認
証
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
も
の
や
、
合
法
性
、
持
続
可
能
性
が

証
明
さ
れ
た
紙
な
ど
の
木
材
製
品
が
、
お
店
な
ど
で
見
つ
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
ほ
か
に
環
境
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
文
言
や
何
か
ラ
ベ
ル
・
マ
ー

ク
が
な
い
か
調
べ
る
。
ま
た
、
お
店
の
人
に
森
林
認
証
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
か
聞
い
て
み
る
。

 
 

商
品
例
：
文
具
（
例
：
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
）
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
封
筒
、
カ
タ

ロ
グ
（

例
：
企
業

の
環

境
・

C
SR

報
告

書
な

ど
）
、
紙

袋
（

例
：
衣

料
・

宝
飾
メ
ー
カ
ー
：

ZA
R

A
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
）
、
衣
服
の
表
示
ラ
ベ
ル
（

例
：

衣
料
メ
ー
カ
ー

G
A

P
な
ど
）
、
ブ
ラ
シ
の
柄
（
例
：

B
O

D
Y

 S
H

O
P）

、

割
り
箸
（
ど
う
い
う
材
か
ら
で
き
て
い
る
か
）

 
 

２
．

 最
近
発
行
さ
れ
た
新
聞
や
雑
誌
か
ら
、
世
界
や
日
本
の
森
林
、
林
業
事
情
な

ど
に
つ
い
て
扱
っ
た
記
事
を
調
べ
て
み
よ
う
。
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
参
照
）

  ■
2
日

目
 

宿
題
の
発
表

 
20

分
 

ビ
デ
オ
の
第

2
章
を
も
う
一
度
見
る

 
5
分

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

 
森
林
が
減
少
・
劣
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
が
あ

る
か

？
 

動
物
の
す
み
か
の
消
失
、
気
候
変
動
、

洪
水
、
地
域
住
民
の
生
活
な
ど
。

 
10

分
 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
？

消
費
行
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び

日
常
的
に
は
、
紙
や
ノ
ー
ト
を
購
入
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
購
入
す
る
と
き
に
、

15
分

 

8
 

つ
け
ら
れ
る
？

 
日
常
ど
ん
な
木
材
製
品
を
購
入

し
て
い
る
か
？

 
将
来
的
に
は
？
（
例
え
ば
、
一

人
暮
ら
し
で
家
具
を
購
入
、
家

を
購
入
す
る
な
ど
）

 

こ
れ
か
ら
は
、
森
林
認
証
製
品
を
選
ぶ

よ
う
に
す
る
。

 
木
か
ら
で
き
て
い
る
家
具
な
ど
を
買
う

際
に
は
、
家
具
の
値
段
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
だ
け
で
な
く
、
木
の
樹
種
、
出
所
や

合
法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た

木
材
で
あ
る
か
な
ど
も
気
に
か
け
、
お

店
で
質
問
を
し
て
み
る
。

 
映
像
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
森
林
減
少
・

劣
化
の
原
因
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
調
べ
て
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

み
る

。
 

 追
加
質
問
案

 
Q

. 
木
材
資
源
は
、
持
続
的
で
あ
る
か
？

 
回
答
例
：
石

油
な
ど
の
化
石
資
源
や
金
・
銅

な
ど
の
鉱
物
資
源
は
、
有
限
の
資

源
だ
が
、
再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
や
魚
な
ど
は
再
生
の
ス
ピ
ー
ド
を
超

え
な
い
範
囲
で
利
用
す
れ
ば
持
続
可
能
な
利
用
が
で
き
る
。

 
 Q

. 
「
持
続
可
能
」
ま
た
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
か
？
「
持
続
可
能
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
？
「
持
続
可
能
で
な
い
」
は
ど
う

い
う
こ
と
？

 
回
答
例
：
英
語
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

(s
us

ta
in

ab
le

)と
い

う
。
持
続
可
能
な
社
会
、

持
続
可
能
な
開
発
な
ど
と
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
木
、
化
石
資
源
、
魚
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
地
球
資
源
に
頼
っ
て
成
立
し
て
い
る
現
在
の
社
会
。
過
剰
に
摂
取

し
て
し
ま
う
と
、
消
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
に
、
資
源
は
枯
渇
し
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
文

明
の
利
器
を
活
用
し
た
人
間
の
営

み
が
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
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＜
パ

タ
ー

ン
２

 
90

分
×

１
コ

マ
／

大
学

向
け

＞
 

第
1
章
 

森
林
の
役
割
、
森
林
と
人
間

 
S

TE
P

 1
 森

林
の
役
割
を
考
え
る

 
◎
み
ん
な
で
話
し
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

身
の
回
り
で
木
か
ら
で
き
て

い
る
製
品
は
何
が
あ
る
？
木

は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
？

 

木
造
の
家
、
家
具
（
テ
ー
ブ
ル
、
机
、

イ
ス

、
ベ

ッ
ド

、
棚

）
、
食

器
（

お
椀

・

お
皿
、
お
箸
）
、
紙
（
コ
ピ
ー
用
紙
、

本
、
マ
ン
ガ
、
雑
誌
、
新
聞
）
、
小
物

（
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
、
お
も
ち
ゃ
）
、

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
（
ほ
う
き
の
柄
）
等

 

5
分

 

ビ
デ
オ
第

1
章
を
見
る

 
8
分

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

原
始
的
な
生
活
や
化
石
燃
料

を
使
う
前
の
生
活
で
は
木
は

何
に
使
わ
れ
て
い
た
か
？

 

燃
料
、
建
造
物
の
素
材
、
船

、
馬
車
、
武

器
、
農
耕
作
の
た
め
の
道
具

 
5
分

 

 第
2
章
 

世
界
の
森
林
と
日
本
の
木
材
利
用

 
S

TE
P

 2
 森

林
が
減
少
す
る
原
因

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

世
界
で
森
林
が
減
少
・
劣
化
し

て
い
る
理
由
を
考
え
て
み
よ

う
？
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン

グ
的

に
、
正
し
い
答
え
を
言
う

と
い
う
よ
り
は
、
思
い
つ
い
た

ま
ま
の
理
由
を
言
っ
て
も
ら

う
。

 

人
口
増
加
、
異
常
気
象
、
気
候
変
動
、
森

林
火
災
等
。

 
10

分

ビ
デ
オ
の
第

2
章
を
見
る

 
5
分

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 

1
0
 

質
問

 
回

答
例

 
時

間
 

違
法
伐
採
と
聞
い
て
思
い
浮

か
べ
る
の
は
ど
ん
な
行
為
？

ど
う
い
う
こ
と
を
違
法
伐
採

と
い
う
の
か
、
何
が
考
え
ら
れ

る
か
。
ま
た
は
、
ま

っ
た
く
見

当
が
つ
か
な
い
か
。
通
常
「
違

法
」
と
い
う
の
は
、
何
を
指
す

か
。

 

木
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
切

っ
て

し
ま
う
こ
と
。
許
可
さ
れ
て
い
る
よ
り
も

多
く
の
量
を
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
等
。

 

5
分

 
 

森
林
が
減
少
・
劣
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
が
あ

る
か

？
 

動
物
の
す
み
か
の
消
失
、
気
候
変
動
、
洪

水
、
地
域
住
民
の
生
活
等
。

 
10

分
 

「
持
続
可
能
」
ま
た
は
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
か
？
「
持
続

可
能

」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
？

「
持
続
可
能
で
な
い
」
は
ど
う

い
う
こ
と
？

 

英
語
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

(s
us

ta
in

ab
le

)
と
い
う
。
持
続
可
能
な
社
会
、
持
続
可
能

な
開
発
な
ど
と
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

木
、
化
石
資
源
、
魚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地

球
資
源
に
頼
っ
て
成
立
し
て
い
る
現
在

の
社
会
。
過
剰
に
摂
取
し
て
し
ま
う
と
、

消
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
に
、
資
源

は
枯
渇
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
将

来
に
わ
た
っ
て
、
文
明
の
利
器
を
活
用
し

た
人
間
の
営
み
が
継
続
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
。

 

10
分

 

日
本
の
木
材
自
給
率
は
何

割
？
こ
の
自
給
率
は
何
を
意

味
し
て
い
る
か
？

 

約
2
割
。
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
南
ア

ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
米
な
ど
が

主
な
輸
入
元
。
つ
ま
り
、
海
外
の
森
が
な

け
れ
ば
、
今
の
日
本
の
私
た
ち
の
暮
ら
し

は
成
り
立
た
な
い
。

 

5
分
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1
1
 

第
３
章
 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

 

S
TE

P
 3

 森
林
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
？

 
ビ
デ
オ
第

3
章
を
見
る

 
9
分

 
◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

時
間

 
森
林
認
証
と
い
う
制
度
を

知
っ
て
い
た
か
？
い
く
つ
か

あ
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
た

こ
と
が
あ
っ
た
か
？
あ
っ
た

と
す
る
と
ど
こ
で
？

 

映
像
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
ノ
ー
ト
な
ど

文
具
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た

、
企
業
の
環
境
・

C
SR

報
告

書
な

ど

で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
（
お
そ
ら
く
大
半
が
見
た
こ
と
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
、
ワ

ー
ク

シ
ー
ト
１
に
あ
る
よ
う
に
探
し
て
き
て

も
ら
う
と
い
う
宿
題
形
式
に
す
る
こ
と

も
検
討
）

 

5
分

 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
？
消
費
行
動
に
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
け
ら
れ
る
？

 
日
常
ど
ん
な
木
材
製
品
を
購

入
し
て
い
る
か
？

 
将
来
的
に
は
？
（
例
え
ば
、
一

人
暮
ら
し
で
家
具
を
購
入
、
家

を
購
入
す
る
等
）

 

日
常
的
に
は
、
紙
や
ノ
ー
ト
を
購
入
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
購
入
す
る
と
き
に
、
こ

れ
か
ら
は
、
森
林
認
証
製
品
を
選
ぶ
よ
う

に
す
る
。

 
木
か
ら
で
き
て
い
る
家
具
な
ど
を
買
う

際
に

は
、
家
具
の
値
段
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

だ
け
で
な
く
、
木
の
樹
種
、
出
所
や
合
法

性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材
か

で
あ
る
か
に
な
ど
も
気
に
か
け
、
お

店
で

質
問
を
し
て
み
る
。

 
映
像
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
森
林
減
少
の

原
因
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
し
く
調
べ
て
、
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
る
。

 

10
分

 

 

1
2
 

■
宿
題
（
案
）
（
下
記
よ
り
一
つ
を
選
択
）

 
１

．
 森

林
認
証
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
も
の
や
、
合
法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ

れ
た
、
森
林
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
製
品
が
身
の
回
り
に
あ
る
か
調
べ
て
み

よ
う
。
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１
参
照
）

 
 

 実
物
を
お
店
で
見
つ
け
た
ら
、
写
真
を
撮
る
。
ま
た
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
み
る
。

 
 ど

ん
な
メ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
か
？
そ
の
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
調
べ

て
、
合
法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
の
説
明
や
環

境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
な
い
か
、
調
べ
て
み
る
。

 
 森

林
認
証
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
も
の
や
、
合
法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明

さ
れ
た
紙
な
ど
の
木
材
製
品
が
、
お
店
な
ど
で
見
つ
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
ほ
か
に
環
境
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
文
言
や
何
か
ラ
ベ
ル
・
マ
ー
ク

が
な
い
か
調
べ
る
。
ま
た
、
お
店
の
人
に
森
林
認
証
ラ
ベ
ル
な
ど
に
つ
い

て
知
っ
て
い
る
か
聞
い
て
み
る
。

 
 

商
品
例
：
文
具
（
例
：
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
）
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
封
筒
、
カ
タ

ロ
グ
（

例
：
企

業
の

環
境
・

C
SR

報
告

書
な

ど
）
、
紙

袋
（

例
：
衣

料
・

宝
飾
メ
ー
カ
ー
：

ZA
R

A
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
）
、
衣
服
の
表
示
ラ
ベ
ル
（

例
：

衣
料
メ
ー
カ
ー

G
A

P
等
）
、
ブ
ラ
シ
の
柄
（
例
：

B
O

D
Y

 S
H

O
P）

、
割

り
箸
（
ど
う
い
う
材
か
ら
で
き
て
い
る
か
）

 
 

２
．

 最
近
発
行
さ
れ
た
新
聞
や
雑
誌
か
ら
、
世
界
や
日
本
の
森
林
、
林
業
事
情
な

ど
に
つ
い
て
扱
っ
た
記
事
を
調
べ
て
み
よ
う
。
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
参
照
）
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3
 

応
用

編
・

上
級

編
 

教
材
で
は
、
少
し
し
か
触
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
調
べ
て
み
る
。

 
 

 現
代
で
も
燃
料
の
た
め
に
森
林
を
伐
採
し
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
の
暮
ら
し

 
 違

法
伐
採
の
背
景
に
あ
る
経
済
的
要
因
、
政
治
・
体
制
的
要
因
、
法
制
度
的
要

因
な
ど
を
調
べ
て
み
る
。

 
 気

候
変
動
と
森
林
と
の
関
係

 
 生

物
多
様
性
と
森
林
と
の
関
係

 
 E

U
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ど
の
違
法
伐
採
対
策
に
つ
い
て
調
査

 
 今

回
紹
介
し
た

3
つ
の
森
林
認
証
制
度
以
外
の
世
界
の
森
林
認
証
制
度
を
調
査

 
 世

界
や
日
本
に
お
け
る
森
林
認
証
さ
れ
た
森
林
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

 等
 

 

1
4
 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

１
「

森
林

認
証

製
品

を
調

べ
る

」
 

ク
ラ

ス
・

名
前

 
 

作
成

日
 

 

製
品

の
種

類
と

 

森
林

認
証

の
種

類

（
F
S
C
/
P
E
F
C
/
S
G
E
C
）

 

①
 

 ②
 

 ③
 

  

見
つ

け
た

場
所

 

（
店

・
UR
L
等

）
 

    

製
造

し
て

い
る

会
社

名
 

    

原
産

国
は

 

 

 

気
づ

い
た

こ
と

 

 

●
森

林
認

証
や

合
法

性
、

持
続

可
能

性
が

証
明

さ
れ

た
製

品
を

探

す
の

は
簡

単
だ

っ
た

か
？

大
変

だ
っ

た
か

？
探

し
て

み
た

感
想

。
 

   ●
そ

の
他
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ワ
ー

ク
シ

ー
ト

２
「

ニ
ュ

ー
ス

レ
ポ

ー
ト

」
 

最
近

発
行

さ
れ

た
新

聞
や

雑
誌

、
ま

た
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
、

世
界

や
日

本
の

森
林

、
林

業
事

情
な

ど
に

つ
い

て
扱

っ
た

記
事

を
調

べ
て

み
よ

う
。

 

ク
ラ

ス
・

名
前

 
 

作
成

日
 

 

出
典

 

（
媒

体
の

名
前

と
日

付
）

 

  

記
事

の
テ

ー
マ

 

(該
当

す
る

も
の

に
○

) 

世
界

の
森

林
／

日
本

の
森

林
／

林
業

に
つ

い
て

／
 

木
材

流
通

・
貿

易
に

つ
い

て
／

国
産

材
に

つ
い

て
／

 

そ
の
他
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記
事

の
概

要
 

（
実

際
の

記
事

は
裏

面

に
貼

る
）

 

     

ど
こ

の
国

の
話

題
か

 
   

こ
の

記
事

と
関

連
し

て

い
る

と
思

わ
れ

る
環

境

問
題

は
？

 

    

気
づ

い
た

こ
と

 

 

       

 

1
6
 

＜
小

学
生

～
中

学
生

向
け

に
活

用
す

る
場

合
＞

 
第

1
章
の
大
半
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
、
子
供
で
も
楽
し
め
、
あ

る
程
度
は
理
解
で
き
る
内
容
で
す
。

 
 第

2
章
、
第

3
章
は
小
学
生
に
は
、
難
し
い
内
容
で
す
が
、
中
学
生
で
あ
れ
ば
、
あ

る
程
度
の
理
解
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

 
 授
業
前
準
備

 
宿
題
と
し
て
、
各
自
の
家
に
、
木
か
ら
で
き
て
い
る
物
が
何
が
あ
る
か
、
リ
ス
ト
を

作
っ
て
き
て
も
ら
い
、
木
材
製
品
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
気
づ
い
て
も
ら
う
。

 
例
：
床
、
壁
、
テ
ー
ブ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、
棚
、
ベ
ッ
ド
、
ソ
フ
ァ
の
枠
、

お
箸
、
紙
、
本
、
マ
ン
ガ
、
え
ん
ぴ
つ
等

 
 第

1
章
 

森
林
の
役
割
、
森
林
と
人
間

 
S

TE
P

 1
 森

林
の
役
割
を
考
え
る

 
ビ
デ
オ
第

1
章
を
見
る
（

8
分

）
 

◎
み
ん
な
で
話
し
て
み
よ
う

 
目
的
：
森
と
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
も
ら
う

 
質

問
 

回
答

例
 

「
最
初
に
出
て
き
た
動
物
は
覚
え
て
い

る
か
な
？
」
な
ど
出
て
き
た
動
物
、
何

が
何
に
食
べ
ら
れ
た
か
な
ど
を
た
ず
ね

る
。

 

リ
ス
、
ト
ラ
の
よ
う
な
大
き
い
動
物
、
小

さ
い
虫
等

 
 

森
に
行
っ
た
時
の
体
験
や
近
所
に
あ
る

森
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
。
最
近
、
森

に
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
？
家
の
近
く
に

森
は
あ
る
？
ど
ん
な
森
（
大
き
い
？
小

さ
い
？
）
？
ど
ん
な
木
が
植
わ
っ
て
い

た
？
森
の
雰
囲
気
は
ど
ん
な
感
じ
？

 

 

森
に
は
何
が
あ
る
？
ど
ん
な
も
の
が
生

き
て
い
る
？

 
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
、
木
、
花
、
土
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昔
の
人
（
ま
た
は
映
像
の
中
で
は
）
、

木
を
何
に
使
っ
て
い
た
？

 
燃
料
、
建
造
物
の
素
材
、
船

、
馬
車
、
武

器
、
農
耕
作
の
た
め
の
道
具

 
森
と
聞
い
て
、
連
想
す
る
こ
と
は
？
森

か
ら
私
た
ち
が
得
て
い
る
恵
み
は
何
か

挙
げ
て
み
よ
う
。

 

材
料
や
燃
料
用
の
木
材
、
木

ノ
実

、
山

菜
、

キ
ノ
コ
。
水
を
た
め
て
い
る
。
土
砂
崩
れ

の
防
止
等

 
宿
題
の
発
表

 
教
室
や
学
校
の
中
で
は
ど
う
か
？

 
木
か
ら
で
き
て
い
る
も
の
は
、
多
か
っ

た
？
少
な
か
っ
た
？

 

 家
で
探
し
て
き
た
、
木
か
ら
で
き
て
い
る

も
の
を
発
表

 
 

地
球
上
で
森
林
が
占
め
る
割
合
は
陸
地

面
積
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
？

 
約

30
％

 

 第
2
章
 

世
界
の
森
林
と
日
本
の
木
材
利
用

 
S

TE
P

 2
 森

林
が
減
少
す
る
原
因

 
ビ
デ
オ
の
第

2
章
を
見
る
（

5
分

）
 

◎
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

世
界
で
森
林
が
減
少
・
劣
化
し
て
い
る

理
由
を
考
え
て
み
よ
う
？
ブ
レ
イ
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
的
に
、
正
し
い
答
え
を
言

う
と
い
う
よ
り
は
、
思
い
つ
い
た
ま
ま

の
理
由
を
言
っ
て
も
ら
う
。

 

人
口
増
加
、
異
常
気
象
、
気
候
変
動
、
森

林
火
災
等
。

 

 第
３
章
 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

 

S
TE

P
 3

 森
林
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
？

 
ビ
デ
オ
第

3
章
を
見
る
（
９
分
）

 
◎
み
ん
な
で
話
し
て
み
よ
う

 
質

問
 

回
答

例
 

森
林
認
証
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
も
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
か
？
あ
る
と
す
れ
ば
、

い
つ
、
ど
こ
で
？

 

文
具
（
例
：
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
）
、
コ

ピ
ー

用
紙
、
封
筒
、
カ
タ
ロ
グ
（
例
：
企
業
の

環
境
・

C
SR

報
告

書
等

）
、
紙

袋
（

例
：

1
8
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１
参
照
）

 
 

衣
料
・
宝
飾
メ
ー
カ
ー
：

ZA
R

A
、
テ

ィ

フ
ァ
ニ
ー
）
、
衣
服
の
表
示
ラ
ベ
ル
（

例
：

衣
料
メ
ー
カ
ー

G
A

P
等
）
、
ブ
ラ
シ
の

柄
（
例
：

B
O

D
Y

 S
H

O
P）

、
割
り
箸
（
ど

う
い
う
材
か
ら
で
き
て
い
る
か
）

 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
？
消
費
行

動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
？

 
日
常
的
に
は
、
紙
や
ノ
ー
ト
を
購
入
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
購
入
す
る
と
き
に
、
こ

れ
か
ら
は
、
森
林
認
証
製
品
を
選
ぶ
よ
う

に
す
る
。

 
親
に
ど
ん
な
も
の
を
買
う
よ
う
に
し
て

い
る
か
聞
い
て
み
る
。

 
 調
べ
て
み
る

 
ノ
ー
ト
で
も
、
家
具
で
も
何
か
身
の
回
り
の
木
材
製
品
の
製
造
メ
ー
カ
ー
が
わ
か
れ

ば
、
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
、
そ
の
原
料
が
何
で
あ
る
か
（
樹
種
等
）
、
ど
こ

か
ら
来
た
か
（
原
産
国
）
、
合
法
ま
た
は
持
続
可
能
な
木
材
か
、
な
ど
を
問
い
合
わ

せ
、
調
べ
て
み
る
。
ど
こ
ま
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
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1
9
 

映
像

補
足

説
明

 
 第

1
章

 
森

林
の

役
割

、
森

林
と

人
間

 

１
．

森
林

の
多

様
な

機
能

1  
森
林
は
、
樹
木
の
根
に
よ
り
土
壌
を
押
さ
え
土
砂
や
土
壌
の
崩
壊
・
流
出
を
防
止

し
た
り
、
樹
木
や
落
葉
、
森
林
土
壌
の
働
き
に
よ
り
降
水
を
効
果
的
に
地
中
に
浸

透
さ
せ
て
長
期
に
わ
た
り
貯
留
・
流
下
さ
せ
る
働
き
を
持
つ
（
洪
水
調
節
、
渇
水

緩
和
）
。
ま
た
、
周
辺
地
域
の
気
温
の
変
化
を
和
ら
げ
、
適
宜
な
湿
度
を
保
つ
と

と
も
に
、
大
気
を
浄
化
し
た
り
、
騒
音
、
風
、
雪
、
霧
な
ど
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
タ
ー

の
機
能
も
有
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
に
密
接
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
有
し
て
い
る
。

 
 木
材
生
産
の
場
で
も
あ
り
、
キ
ノ
コ
や
木
の
実
、
山

菜
な
ど
の
「
山
の
幸
」
も
産

出
す
る
。
野
生
生
物
の
生
息
地
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
森
林
は
、
ま
た
人
類
の

文
明
・
文
化
の
発
達
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。

 
 森
林
の
表
土
土
壌
は
、
地
中
の
小
動
物
の
活
動
や
根
の
腐
朽
な
ど
に
よ
り
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
隙
間
が
形
成
さ
れ
、
水
が
浸
透
し
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
降
雨
時
に

は
地
表
を
流
れ
、
短
時
間
で
河
川
に
到
達
す
る
水
の
量
は
少
な
く
な
り
、
洪
水
が

防
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
樹
木
の
根
や
林
床
に
繁
茂
す
る

草
本
が
土
砂
の
崩
壊
や
土
壌
の
流
出
が
防
止
さ
れ
る
。

 
 ま
た
、
森
林
は
雨
水
を
地
中
に
浸
透
さ
せ
、
徐
々
に
河
川
に
送
り
出
す
の
で
、
河

川
の
流
量
を
安
定
化
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
。
ま
た
、
雨
水
に
含
ま
れ
て
い
る
塵
や

窒
素
、
リ
ン
を
濾
過
・
吸
収
し
水
質
を
浄
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
森
林
は
渇
水
の

緩
和
と
水
質
の
浄
化
を
通
じ
て
水
資
源
を
涵
養
す
る
機
能
が
あ
る
。
森
林
が
「
緑

の
ダ
ム
」
な
ど
と
喩
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

 
    

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

1 環
境
省
「
平
成

15
年
度

 森
林
生
態
系
の
保
全
管
理
に
係
る
調
査
業
務
報
告
書
」

 

2
0
 

２
．

森
林

と
人

間
 

文
明
の
発
展
に
森
林
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
だ
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
が
発
見
さ
れ

る
前

、
木

が
主

要
な

燃
料

の
元

で
あ

っ
た

。
住

居
も

木
材

か
ら

作
ら

れ
て

い
た

。

文
明
が
発
展
し
、
人
間
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
森
に
あ
る
木
々
は
伐
採
さ
れ

て
い
っ
た
。
ロ
ー
マ
文
明
な
ど
、
古
代
文
明
が
崩
壊
し
た
要
因
の
一
つ
が
、
森
林

の
再
生
能
力
を
超
え
た
形
で
利
用
し
た
こ
と
で
、
森
林
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

 
 森
か
ら
人
間
が
得
て
い
る
の
は
、
木
材
や
食
料
と
な
る
キ
ノ
コ
や
木
の
実
な
ど
の

物
質
だ
け
で
は
な
い
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
私
た
ち
に
心
の
う
る
お
い
を
与
え
、

重
要
な
教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
森
林
は
地
球
環
境

の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
地
球
規
模
で
の
気
候
の
安
定
化
へ
の
寄
与
は
計
り

知
れ
な
い
。

 
 ３

．
世

界
の

森
林

の
現

状
 

世
界
の
森
林
面
積
は
約

39
.5
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
全
陸
地
面
積
の
約

30
.2
％

を
占

め
て
い
る
。

 
世
界
の
森
林
分
布

 

 
注

：
色

の
濃

い
部

分
が

森
林

 
 

出
典

：
国

連
食

糧
農

業
機

関
「

森
林

資
源

評
価

20
05

」
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2
1
 

 
し
か
し
、
世
界
の
森
林
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、

20
00

年
か

ら
20

05
年
ま
で
の

減
少
を
平
均
す
る
と
毎
年

73
1.

7
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
日
本
の
国
土
面
積
（

3,
77

9.
3
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
＝

37
7,

93
0k

m
2 ）

の
約

5
分

の
1、
ほ
ぼ
北
海
道
本
土
の
面
積
（

77
9.

81
87

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
＝

77
,9

81
.8

7k
m

²）
と
同
じ
で
あ
る
。

 
 世
界
の
森
林
面
積
の
年
平
均
の
増
減

 
（

地
域

別
、

2
0
0
0
～

2
0
0
5
年

、
1
9
9
0
～

2
0
0
0
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単
位

：
1
,
0
0
0
h
a
/
年

 

-
1
0
,0
0
0

-
8
,0
0
0

-
6
,0
0
0

-
4
,0
0
0

-
2
,0
0
0

0
2
,0
0
0ア

フ
リ
カ

ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
、
中
央
ア
メ
リ
カ

オ
セ
ア
ニ
ア

南
ア
メ
リ
カ

世
界

全
体

2
0
0
0
-
2
0
0
5年

1
9
9
0
-
2
0
0
0年

2
0
0
0-
2
0
0
5年

-
4
,0
4
0

1
,0
0
3

6
6
1

-
3
3
3

-
3
5
6

-
4
,2
5
1

-
7
,3
1
7

1
9
9
0-
2
0
0
0年

-
4
,3
7
5

-
7
9
2

8
7
7

-
3
2
8

-
4
4
8

-
3
,8
0
2

-
8
,8
6
8

ア
フ
リ
カ

ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北
、
中

央
ア

メ
リ
カ

オ
セ
ア
ニ
ア

南
ア
メ
リ
カ

世
界

全
体

 
資

料
：

FA
O
「

森
林

資
源

評
価

20
05
」

 

 現
在

、
世

界
で

最
も

森
林

減
少

が
著

し
い

の
は

、
ブ

ラ
ジ

ル
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、

そ
し
て
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
諸
国
。
南
ア
メ
リ
カ
、
東

南
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
な
ど

の
熱
帯
の
国
々
の
多
く
は
元
来
、
熱
帯
気
候
と
豊
富
な
降
雨
量
に
よ
り
、
国
土
の

大
半
を
森
林
が
占
め
て
い
た
が
、

20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
急
速
に
森
林
が
失
わ
れ

た
。
例
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

19
世
紀
初
頭
に
は
国
土
の

70
%
以
上
を
占
め
た

森
林
面
積
が
、

20
01

年
に
は

19
%
と
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
最
も
森
林
が
少
な

い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
森
林
面
積
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
伐
採
に
よ
り

2
2
 

立
木
の
密
度
が
低
下
す
る
な
ど
の
劣
化
し
た
森
林
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

 
 一
方
、
森
林
増
加
の
大
き
い
国
で
は
、
中
国

1
カ
国
が
抜
き
出
て
い
る
。
中

国
は

砂
漠
化
、
洪
水
、
土
砂
崩
れ
、
渇
水
の
頻
発
を
背
景
に
、
急
激
に
緑
化
を
進
め
て

い
る
。
中
国
を
除
け
ば
、
森

林
減
少
の
進
行
は
、
な
お
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

  
 森
林
面
積
の
変
化
の
大
き
な
国

10
ヵ

国
 

（
国

別
、

2
0
0
0
～

2
0
0
5
年

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  
 
 
 

 
単

位
：

千
ヘ

ク
タ

ー
ル

／
年

 

森
林

減
少

-
2
8
8

-
3
1
3

-
3
1
9

-
4
1
0

-
4
1
2

-
4
4
5

-
4
6
6

-
5
8
9

-
1
,8
7
1

-
3
,1
0
3

-
4
0
0
0
-
3
0
0
0
-
2
0
0
0
-
1
0
0
0

0

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

ジ
ン
バ
ブ
エ

コ
ン
ゴ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

タ
ン
ザ
ニ
ア

ザ
ン
ビ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

ス
ー
ダ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ブ
ラ
ジ
ル

 

森
林
増
加

4
0

4
15
0

5
6

5
71
0
6

1
5
9

2
4
1

2
9
6

4
,0
58

0
1
0
0
0
2
0
0
0
3
0
0
0
4
0
0
0
5
0
0
0

ポ
ル
ト
ガ
ル

フ
ラ
ン
ス

ブ
ル
ガ
リ
ア

キ
ュ
ー
バ

チ
リ

イ
タ
リ
ア

ア
メ
リ
カ

ベ
ト
ナ
ム

ス
ペ
イ
ン

中
国

 

資
料

：
FA

O
「

森
林

資
源

評
価

20
05
」
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2
3
 

第
2
章

 
世

界
の

森
林

と
日

本
の

木
材

利
用

 

１
．

森
林

減
少

・
劣

化
の

原
因

 
世
界
の
森
林
で
は
、
刻
々
と
減
少
・
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
森
林
減
少
・
劣

化
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
る
。

 
 

森
林
減
少
：

 森
林
以
外
の
目
的
に
土
地
の
利
用
が
変
化
す
る
こ
と
、
ま
た

は
、
長
期
に
渡
っ
て
樹
冠
率
が

10
％
以
下
（

FA
O
の
定
義
）

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
す
。

 
 森
林
劣
化
：

 森
林
の
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
森
林
の
「
質
」

が
劣
化
す
る
こ
と
。

 
 １

）
 農

地
等
へ
の
転
用

 

世
界
の
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
需
用
の
増
加
に
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
森

林
を
伐
採
し
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
農
園
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
、
ア
マ
ゾ

ン
で
は
森
林
を
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
や
牧
場
へ
転
換
す
る
土
地
利
用
の
転
換

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

 
 パ
ー
ム
オ
イ
ル
の
例

 
 パ
ー
ム
オ
イ
ル
は
、
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
食
料
や
洗
剤
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
料
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
面
積
は
、
世
界

に
お
い
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

 
 森
林
を
伐
採
し
て
も
、
そ
の
後
に
ま
た
植
物
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
植
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
問
題
な
い
の
で
は
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
つ
の
種

類
の
樹
種
し
か
植
わ
っ
て
い
な
い
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
多
種
多
様
な
樹

種
な
ど
が
植
わ
っ
て
い
る
天
然
林
で
は
、
生
息
で
き
る
動
植
物
の
種
類
も
数

に
も
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
木
が
貯
蔵
す
る
炭
素
の
量
を
考
え
て
も
、
も
と

も
と
の
森
林
が
樹
齢
何
十
年
と
い
う
よ
う
な
木
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合

2
4
 

に
蓄
積
し
て
い
る
炭
素
の
量
と
、
植
え
ら
れ
て
ま
だ
数
年
と
い
う
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
が
蓄
積
で
き
る
炭
素
の
量
で
は
、
著
し
い
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
森
林

を
農
地
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
気
候
変
動
（
温
暖
化
な
ど
）
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

 
 

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
作
付
面
積
の
推
移
（
世
界
全
体
）

 
単

位
：

万
ヘ

ク
タ

ー
ル

 

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0 19

80
19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

 
資

料
：

FA
O

ST
A

T
を

元
に

作
成

 

 ２
）
燃
料
用
木
材
の
過
剰
な
採
取

 

開
発
途
上
国
に
お
い
て
は
、
日
常
生
活
で
、
調
理
や
室
内
を
暖
め
る
燃
料
と

し
て
薪
や
炭
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
森
林
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
。

世
界
の
木
材
需
要
の
約
半
分
は
燃
料
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。

 
 日
本
で
は
、
少
子
化
が
問
題
と
な
り
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
が
、
世
界
的
に

は
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
も
さ
ら
に
森
林
の
伐
採
を
加
速
さ
せ
て

い
る

。
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2
5
 

３
）
非
伝
統
的
な
焼
畑
農
業
の
増
加

 

焼
畑
農
業
は
、
森
林
を
伐
採
し
て
焼
き
払
い
、

1
年
か
ら
数
年
間
農
地
と
し

て
利
用
し
た
後
に
、
自
然
の
回
復
力
で
森
林
に
戻
す
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
す
伝
統
的
な
農
業
の
方
法
。
近
年
、
人
口
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
焼

畑
の
サ
イ
ク
ル
が
短
縮
し
森
林
が
回
復
し
な
い
う
ち
に
再
び
焼
い
て
土
地

が
劣
化
し
、
森
林
が
再
生
し
な
く
な
る
、
非
伝
統
的
な
焼
畑
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

 
 ４
）
森
林
火
災

 

落
雷
な
ど
に
よ
る
自
然
発
火
の
ほ
か
、
焼
畑
農
業
や
農
地
開
発
の
た
め
の
火

入
れ

、
焚
き
火
や
タ
バ
コ
な
ど
の
不
始
末
、
放
火
な
ど
人
為
的
な
原
因
に
よ

る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
森
林
火
災
が
発
生
す
る
と
消
火
は
困
難
で
、
大

規
模

に
森
林
が
焼
失
す
る
例
も
あ
る
。
伐
採
や
道
路
開
設
に
よ
り
森
林
が
乾
燥
し

て
い
る
こ
と
が
、
森
林
火
災
が
広
が
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

 
 ５
）
違
法
伐
採
問
題

 

森
林
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
れ
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
違
法
伐
採
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
違
法

伐
採
さ
れ
た
木
材
の
多
く
は
、
丸
太
ま
た
は
木
材
製
品
と
な
っ
て
地
球
規
模

で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

 
 

①
違
法
伐
採
と
は

 
違
法
伐
採
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
法
律
に
反
し
て
行
わ
れ
る
伐
採
の
こ
と
。

つ
ま
り
、
木
材
が
森
林
か
ら
伐
採
さ
れ
、
消
費
者
の
手
元
に
届
く
ま
で
の
過

程
に
お
い
て
、
一
つ
で
も
法
律
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
れ
ば
、
そ
の
材
は
違

法
伐
採
と
な
る
。

 
 例

）
 

• 
政
府
な
ど
が
定
め
た
森
林
計
画
等
で
決
め
ら
れ
た
伐
採
量
、
指
定
樹

種
・
径
級
（
木
の
太
さ
）
、
伐
採
方
法
等
を
守
ら
な
い
伐
採
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• 
所
有
権
、
伐
採
権
が
な
い
森
林
を
伐
採
す
る
い
わ
ゆ
る
盗
伐

 
• 
保
護
地
域
等
を
定
め
た
法
令
を
守
ら
な
い
伐
採

 等
 

 こ
の
ほ
か
、
昔
か
ら
森
林
に
依
存
し
て
生
活
し
て
い
る
先
住
民
等
の
権
利
を

尊
重
せ
ず
に
伐
採
し
て
し
ま
う
、
伐
採
に
従
事
す
る
労
働
者
の
安
全
を
考
慮

し
な
い
な
ど
の
問
題
点
や
、
正
当
な
関
税
な
ど
が
払
わ
れ
な
い
な
ど
税
務
上

の
観
点
か
ら
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

 
 ②
違
法
伐
採
の
割
合

 
世
界
で
流
通
し
て
い
る
木
材
の
中
で
、
違
法
伐
採
さ
れ
た
木
材
の
量
が
ど
の

程
度
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

19
99

年
に
行
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
の
共
同
研
究
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
伐
採
の

50
%
が

違
法

で
は
な
い
か
、
ま
た

20
00

年
に
実
施
さ
れ
た
環
境

N
G

O
の
調
査
で
は
、

ロ
シ
ア
で
の
伐
採
の

20
%
が
違
法
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
現

在
も
違
法
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
は
世
界
で
流
通
し
て
い
る
。

 
 ③
違
法
伐
採
の
影
響

 
違
法
伐
採
は
、
木
材
を
生
産
す
る
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
阻

害
し
、
森
林
減
少
・
劣
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

 
 ま

た
、
正
当
な
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て
い
な
い
違
法
伐
採
木
材
・
木
材
製
品
が

国
際
市
場
で
不
当
に
安
価
で
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
入
国
の
持
続
可
能

な
森
林
経
営
を
阻
害
し
て
い
る
。

 
 例
え
ば
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
場
合
に
か
か
る
伐
採
コ
ス
ト
と
し
て
は
、

 
• 
新
た
に
植
林
す
る
費
用

 
• 
森
林
を
育
て
、
管
理
す
る
費
用

 
• 
そ
こ
で
働
く
人
へ
の
対
価

 
• 
安
全
に
木
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
諸
経
費

 
• 
正
規
の
流
通
ル
ー
ト
を
通
る
際
に
か
か
る
諸
経
費
・
税
金
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な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
違
法
に
伐
採
さ
れ
た
場
合
、
上
記
の
よ
う

な
コ
ス
ト
が
最
終
的
な
製
品
に
付
加
さ
れ
な
い
た
め
、
正
当
な
コ
ス
ト
を
支

払
っ
た
場
合
に
比
べ
て
、
安
く
流
通
さ
れ
、
市
場
経
済
に
お
い
て
、
安
い
も

の
が
優
先
さ
れ
る
た
め
に
、
結
果
と
し
て
市
場
価
格
を
下
げ
る
結
果
に
つ
な

が
る
。
あ
る
報
告

2 に
よ
る
と
違
法
伐
採
さ
れ
た
木
材
・
木
材
製
品
は
世
界

の
木
材
流
通
価
格
を

7～
16

%
も
押
し
下
げ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

 
 ④
違
法
伐
採
と
森
林
減
少
と
の
関
係

 
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
商
業
伐
採
な
ど
に
よ
り
、
森
林
に
対
す
る
住
民
等
の
ア
ク

セ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
違
法
伐
採
が
誘
発
さ
れ
る
。
違
法
伐
採
に

よ
っ
て
劣
化
し
た
、
森
林
は
、
生
態
学
的
な
健
全
性
や
経
済
的
価
値
が
低
下

し
、
農
地
転
用
、
森
林
火
災
等
に
よ
り
、
減
少
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
一
方
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
伐

採

許
可
を
得
た
者
が
森
林
の
回
復
（
更
新
）
に
責
任
を
持
つ
た
め
、
森
林
が
減

少
す
る
可
能
性
が
著
し
く
低
下
す
る
。

 
      ２

．
森

林
減

少
・

劣
化

の
影

響
 

１
）
気
候
変
動
へ
の
影
響

 

樹
木
は
光
合
成
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
炭
素
を
樹
体
内
に
蓄
積

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
森
林
に
は
、
樹
体
内
の
ほ
か
土
壌
中
に
も
、
大
量
の

炭
素
が
貯
留
さ
れ
て
い
る
。

 
 20

07
年
に
公
表
さ
れ
た
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（

IP
C

C
）

の

第
4
次
評
価
報
告
書
に
よ
る
と
、世

界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
約

20
％

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
2 全

米
林
産
物
製
紙
協
会
（

A
F＆

PA
, 2

00
4
年
）

 

森
林
の
劣
化

 
違
法
伐
採
の
誘
発

 

住
民
の
森
へ
の
ア
ク
セ
ス
増
加

森
林
減
少
を
誘
発

 
（
農

地
へ

の
転

換
な
ど
）
 

イ
ン
フ
ラ
開

発
な
ど
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の

容
易

化
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は
、
森
林
が
農
地
な
ど
他
の
用
途
に
転
用
さ
れ
、
森
林
が
減
少
・
劣
化
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 
 地
球
が
温
暖
化
す
る
と
、
海
水
面
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
の
沿
岸

地
域
が
水
没
し
、
自
然
災
害
の
頻
発
、
伝
染
病
の
蔓
延
な
ど
、
著
し
い
被
害

が
発
生
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

 
 １
．
森
林
を
造
成
し
、
炭
素
の
吸
収
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

 
２
．
森
林
減
少
・
劣
化
を
抑
制
し
、
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と

 
 こ
の
二
つ
は
気
候
変
動
の
影
響
を
緩
和
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

 
 ２
）
生
物
多
様
性
へ
の
影
響

 

森
林
生
態
系
に
は
、
高
木
や
低
木
、
下
草
な
ど
多
く
の
植
物
が
生
育
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
植
物
の
実
を
餌
と
し
た
り
、
木
の
幹
や
土
の
中
な
ど
を

住
み
処
に
し
て
い
る
動
物
や
昆
虫
が
多
く
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

森
林
は
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
貴
重
な
空
間
で
あ
る
。

 
 森
林
の
伐
採
や
植
生
の
断
片
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し
た
生
物
多
様
性
は
大

き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
も
と
も
と
広
大
な
森
林
だ
っ

た
と
こ
ろ
を
、
断
片
的
に
伐
採
し
て
い
け
ば
、
最
終
的
に
断
片
化
し
た
森
、

つ
ま
り
森
が
つ
な
が
ら
な
い
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
に
存
在
す
る
森
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
に
生
息
す
る
ほ
乳
類
な
ど
は
、
行
動
圏
が
限

定
さ
れ
、
近
隣
の
森
林
に
生
息
す
る
他
集
団
と
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
繁
殖
の
機
会
を
失
い
、
個
体
数
の
減
少

に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 
 ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
に
植
物
の
花
の
蜜
を
餌
と
し
て
花
粉
を
運
ぶ
昆
虫

は
、
森
林
伐
採
に
よ
っ
て
生
息
数
・
種
類
が
大
き
く
影
響
を
受
け
る
。
一

度

減
少
す
る
と
長
期
に
わ
た
っ
て
回
復
し
な
い
。
さ
ら
に
、
キ
ツ
ツ
キ
の
個
体
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密
度
や
多
様
性
は
老
齢
木
や
枯
損
立
木
の
密
度
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

 
 こ
の
よ
う
に
、
森
林
減
少
は
生
物
多
様
性
の
損
失
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 
 

３
）
森
林
減
少
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響

 

森
林
に
は
、
地
域
に
も
た
ら
す
公
益
的
機
能
が
あ
る
。
森
林
が
減
少
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
森
林
の
も
た
ら
す
恵
み
を
享
受
で
き
な
く
な
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

 
 

①
土
壌
浸
食
防
止
・
水
源
涵
養
機
能
の
劣
化

 
森
林
を
構
成
す
る
樹
木
の
地
下
に
は
、
樹
体
を
支
え
る
た
め
、
根
が
土
壌
を

し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
る
。
ま
た
、
根
が
つ
か
む
土
壌
に
は
、
樹
木
か
ら

の
落
葉
、
落
枝
な
ど
有
機
物
が
堆
積
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
昆
虫
や
微
生
物

な
ど
に
よ
り
、
分
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
昆
虫
な
ど
の
働
き
に
よ
り
、
森

林

内
の
土
壌
は
、
ま
る
で
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
隙
間
が
沢
山
空
い
て
い
る
。

 
 こ
う
し
た
根
や
土
壌
の
働
き
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
土
砂
の
流
出
・
崩
壊
を

防
止
す
る
役
割
、
水
質
保
全
、
洪
水
・
渇
水
を
防
止
す
る
役
割
が
、
森
林
減

少
に
よ
り
劣
化
し
て
し
ま
う
。

 
 ②
地
域
文
化
・
住
民
生
活
の
破
壊

 
森
林
は
地
域
の
住
民
に
、
薪
、
木
の
実
、
樹
液
、
ツ
タ
、
薬
草
、
き
の
こ
、

動
物
な
ど
を
提
供
し
、
水
源
や
土
壌
を
保
全
す
る
と
い
う
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
世
界
の
多
く
の
人
々
、
と
り
わ
け
先
住
民
族
に
と
っ
て
、
森

は
食
料
貯
蔵
庫
で
あ
り
、
生
活
の
場
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

 
 さ
ら
に
森
林
は
地
域
の
文
化
や
宗
教
も
育
ん
で
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
森
林

の
伝
統
的
な
利
用
に
関
す
る
慣
習
的
な
権
利
は
、
と
き
に
無
視
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
森
林
の
破
壊
や
、
大
規
模
な
植
林
事
業
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
変
化
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 

3
0
 

３
．

日
本

の
木

材
輸

入
の

現
状

 
私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
住
宅
、
紙
、
家
具
な
ど
様
々
な
形
で
木
材
を
利
用

し
て

い
る

。
そ

れ
ら

の
木

材
の

多
く

は
、

世
界

中
の

森
林

で
生

産
さ

れ
て

お
り

、

日
本
は
大
量
の
木
材
を
世
界
中
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

 
 20

07
年

に
は

約
6,

30
0
万

m
3 (丸

太
換
算
、
財
務
省
「
貿
易
統
計
」

)、
日
本
の
需

要
の

約
8割

の
木
材
が
輸
入
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、日

本
で
生
活
す
る
私
た
ち
は
、

世
界
の
森
林
に
対
し
、
木
材
の
消
費
者
と
し
て
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

 

 

日
本
の
木
材
需
要
量
（
20
0
7
年
）
 

 

米
材

1
7
.3
%

南
洋

材
1
0
.3
%

北
洋

材
8
.1
%

欧
州
材

6
.9
%

そ
の

他
3
4
.7
%

国
産
材

2
2
.6
%

 
米

 
材

：
ア

メ
リ

カ
、

カ
ナ

ダ
 

南
洋

材
：

マ
レ

ー
シ

ア
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

な
ど

 
北

洋
材

：
ロ

シ
ア

 
欧

州
材

：
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

 
そ

の
他

：
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
チ

リ
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

、
中

国
な

ど
 

 出
典

：
知

っ
て

ほ
し

い
森

と
木

の
こ

と
20

09
よ
り
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第
３

章
 

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
 

１
．

日
本

政
府

の
取

り
組

み
 

１
）
グ
リ
ー
ン
購
入
法

 

政
府
は
、

20
01

年
4
月
よ
り
、
国
等
の
公
的
機
関
が
率
先
し
て
、
環
境
へ

の
負
荷
が
出
来
る
だ
け
少
な
い
も
の
を
選
ん
で
購
入
す
る
こ
と
を
定
め
た

グ
リ
ー
ン
購
入
法

3 を
施
行
し
た
。

20
06

年
4
月
か
ら
は
、
違

法
伐
採
対
策

と
し
て
、
木
材
・
木
材
製
品
に
つ
い
て
は
、
「
合
法
性
」
、
「
持
続
可
能
性
」

が
証
明
さ
れ
た
も
の
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
を
新
た
に
導
入

し
た

。
 

 ＜
対
象
品
目
＞

 
• 

紙
類
（
例

:フ
ォ
ー
ム
用
紙
、
印
刷
用
紙
等
）

 
• 

文
具
類
（
例

:事
務
用
封
筒
、
ノ
ー
ト
等
）

 
• 

オ
フ
ィ
ス
家
具
等
（
例

:い
す
、
机
、
棚
等
）

 
• 

ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム

 
• 

公
共
工
事
資
材
（
例

:製
材
、
集
成
材
、
合
板
、
単
板
積
層
材
等
）

 
 グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
お
け
る
合
法
性
や
持
続
可
能
性
を
証
明
す
る
方
法
の

詳
細
は
、

P.
34
「
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
参
照
。

 
 ２
）
国
際
的
な
取
り
組
み

 

①
国
際
対
話
へ
の
参
画

 

国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

(U
ni

te
d 

N
at

io
ns

 F
or

um
 o

n 
Fo

re
st

=U
N

FF
) 

世
界
の
森
林
の
持
続
可
能
な
経
営
の
推
進
を
目
的
と
し
て

20
01

年
に
設
け

ら
れ
た
国
連
の
機
関
。
各
国
政
府
、
国
際
機
関
、

N
G

O
な
ど
が
参
加
し
、

世
界
の
森
林
問
題
に
つ
い
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
に
つ

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
3 正

式
名
称
＝
国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

12
年
法
律
第

10
0
号
）

 

3
2
 

い
て
協
議
す
る
場
。
最
近
で
は
、

20
09

年
4
月

に
「

第
8
回
国
連
森
林
フ
ォ
ー

ラ
ム
（

U
N

FF
8）

」
が

開
催
さ
れ
、

12
0
ヶ
国
以
上
の
国
連
加
盟
国
等
が
出

席
し
た
。

 
 関

連
U

R
L：

外
務
省

H
P＞

国
連
に
お
け
る
森
林
問
題
へ
の
取
組
＞

ht
tp

://
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/G
ai

ko
/k

an
ky

o/
bu

ny
a/

sh
in

rin
_u

n.
ht

m
l 

 ②
国
際
協
力

4  

二
国
間
協
力

 
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（

JI
C

A
）
を
通
じ
て
、
専
門
家
の
派
遣
、

研
修
員
の
受
け
入
れ
及
び
こ
れ
ら
と
機
材
の
供
与
と
を
有
機
的
に
組
み

合
わ
せ
て
実
施
す
る
「
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
を
実
施
し
て
い

る
。

 
 多
国
間
協
力

 
多
国
間
協
力
に
お
い
て
は
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
（

IT
TO

）
に
対
し
て
、

持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
の
推
進
や
違
法
伐
採
対
策
の
た
め
の
普
及
・

啓
発
と
人
材
育
成
の
実
施
に
必
要
な
経
費
等
を
拠
出
し
て
い
る
。

IT
TO

の
本
部
は
横
浜
に
位
置
し
、
日
本
に
本
部
を
置
く
唯
一
の
国
連
条
約
機

関
。

 
 ま
た
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（

FA
O
）
に
対
し
て
は
、
加
盟
国
と
し
て

の
分
担
金
及
び
信
託
基
金
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
任
意
拠
出
、
人

材
派
遣
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 
 ２

．
合

法
性

・
持

続
可

能
性

が
証

明
さ

れ
た

木
材

 
木
材
の
合
法
性
や
持
続
可
能
性
を
確
認
す
る
方
法
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
い
く
つ

か
の
方
法
が
あ
る
。

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
4  林

業
白
書
よ
り
 

ht
tp

://
w

w
w

.ri
ny

a.
m

af
f.g

o.
jp

/j/
ki

ka
ku

/h
ak

us
yo

/2
0h

ak
us

ho
_h

/a
ll/

h1
7.

ht
m

l 
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１
）

 森
林
認
証
制
度

 

森
林
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
第
三
者
機
関
が
認
証
し
、
当
該
森

林
か
ら
産
出
さ
れ
た
木
材
を
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
選
択
的
に

こ
れ
ら
木
材
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
民
間
主
体
の
制
度
。

 
 適
切
に
管
理
・
運
営
さ
れ
た
森
林
か
ら
出
て
き
た
木
材
に
証
明
書
な
ど
を
つ

け
て
流
通
さ
せ
、
森
林
か
ら
消
費
者
の
手
元
ま
で
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を

確
保
す
る
。
こ
の
よ
う
な
木
材
製
品
に
は
、
各
認
証
機
関
の
ラ
ベ
ル
が
付
い

て
い
る
。

 
 国
際
的
な
認
証
制
度
と
し
て
は
、

FS
C
（

Fo
re

st
 S

te
w

ar
ds

hi
p 

C
ou

nc
il=

森

林
管
理
協
議
会
）
と

PE
FC

（
Pr

og
ra

m
m

e 
fo

r t
he

 E
nd

or
se

m
en

t o
f F

or
es

t 
C

er
tif

ic
at

io
n 

Sc
he

m
es
＝

PE
FC

森
林
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
あ
り
、
日
本

独
自
の
認
証
制
度
と
し
て
は
、

SG
EC

（
Su

st
ai

na
bl

e 
G

re
en

 E
co

sy
st

em
 

C
ou

nc
il=

『
緑
の
循
環
』
認
証
会
議
）
が
あ
る
。

 
  

     ２
）

 木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

5  
木
材
・
木
材
製
品
の
「
合
法
性
」
、「

持
続
可
能
性
」
の
確
認
に
際
し
て
は
、

林
野
庁
が
作
成
し
た
「
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
準
拠
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の

3
つ
の
方
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

 
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
5  林

野
庁
の
ペ
ー
ジ
 

ht
tp

://
w

w
w

.ri
ny

a.
m

af
f.g

o.
jp

/p
ol

ic
y2

/ih
ou

/g
ai

do
ra

in
to

p2
.h

tm
l 

P
E

FC
/0

1-
44

-0
2 

持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
促
進

 
w

w
w

.p
ef

c.
or

g 

©
 

19
96

 F
or

es
t S

te
w

ar
ds

hi
p 

C
ou

nc
il 

A
.C

. 
『
緑
の
循
環
』
認
証
会
議

 

3
4
 

①
森
林
認
証
を
活
用
す
る
方
法

 
森
林
認
証
の
認
証
マ
ー
ク
に
よ
り
証
明
を
確
認
す
る
方
法
。

 
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
「
森
林
認
証
制
度
」
参
照
）

 
 ②
業
界
団
体
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
が
証
明
す
る
方
法

 
木
材
に
ま
つ
わ
る
各
業
界
団
体
が
自
主
的
な
行
動
規
範
を
作
成
し
た
上
で
、

個
別
の
事
業
者
を
認
定
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
が
「
合
法
性
等
証
明
書
」

を
次
の
段
階
の
業
者
に
渡
す
こ
と
に
よ
り
、
証
明
の
連
鎖
を
形
成
す
る
も
の
。
 

 ③
事
業
者
独
自
の
取
組
に
よ
り
証
明
す
る
方
法

 
個
別
の
事
業
者
が
独
自
に
伐
採
か
ら
入
荷
に
至
る
ま
で
の
流
通
経
路
等
を

把
握
し
、
証
明
す
る
方
法
。

 
 グ
リ
ー
ン
購
入
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
等
の
公
的
機
関
、
民
間
事
業
者
、

国
民
に
対
し
て
も
グ
リ
ー
ン
購
入
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
国
等
以

外
に
も
グ
リ
ー
ン
購
入
の
取
り
組
み
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 
 ３
．

映
像

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

登
場

す
る

人
た

ち
の

取
り

組
み

 
高
見
林
業

 
ht

tp
://

w
w

w
00

2.
up

p.
so

-n
et

.n
e.

jp
/w

oo
d-

ku
n/

to
p.

ht
m

 
栃
木
県
の
鹿
沼
市
で
山
林
の
植
え
付
け
な
ど
の
受
託
管
理
か
ら
，
間
伐
な
ど
の
伐

採
受
託
、
作
業
道
の
開
設
，
一
般
製
材
，
木
工
品
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
会

社
。

SG
EC

認
証

を
20

05
年
よ
り
受
け
て
い
る
。
約

26
0h

a
の
山
林
を
、
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
及
び
動
植
物
保
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
森
林
認
証
森
林
と
し
て
、
管
理

し
て
い
る
。

 
 木
童
（
こ
ど
う
）

 
ht

tp
://

w
w

w
.k

od
oh

.c
o.

jp
/in

de
x2

.h
tm

l 
兵
庫
県
神
戸
市
と
東
京
に
事
務
所
を
持
ち
、
国
産
材
を
使
っ
た
床
や
壁
の
製
作
か

ら
家
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
会
社
。
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イ
ス
タ
ナ
テ
ラ
ス

 
ht

tp
://

w
w

w
.te

rr
ac

e-
in

c.
co

.jp
/ 

東
京
に
事
務
所
を
置
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
チ
ー
ク
材
を
使
っ
て
ガ
ー
デ
ン

家
具
を
作
る
会
社
。

 
 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
林
と
は

 
地
域
の
住
民
が
共
同
で
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
実
施
す
る
こ
と
。
通
常
、
共

同
で
使
用
し
て
い
る
土
地
に
お
い
て
、
地
元
の
住
民
が
森
林
、
森
林
か
ら
出
る
産

物
を
ど
の
よ
う
に
管
理
、
利
用
す
る
か
な
ど
を
計
画
し
、
管
理
・
運
営
す
る
。
ま

た
、
地
域
の
住
民
た
ち
主
体
で
森
林
を
管
理
・
運
営
し
て
い
る
た
め
、
森
林
か
ら

得
ら
れ
る
社
会
・
経
済
的
利
益
の
大
部
分
が
地
域
住
民
に
還
元
さ
れ
る
。

 
 ラ
ケ
ル
メ
ジ
ェ
ー
ル

 
ht

tp
://

w
w

w
.ra

qu
el

m
el

le
r.c

om
/in

de
x.

ht
m

l 
東
京
に
事
務
所
を
置
く
内
装
や
家
具
製
作
を
す
る
会
社
。
店
舗
や
家
屋
を
解
体
し

た
と
き
に
出
る
廃
材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
。

 

 

3
6
 

参
考

リ
ン

ク
 

 森
林
や
木
材
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介

 
 政

府
機

関
 

環
境

省
 

w
w

w
.e

nv
.g

o.
jp

/e
ar

th
/s

hi
nr

in
/in

de
x_

1.
ht

m
l 

ホ
ー

ム
＞

地
球

環
境

・
国

際
環

境
協

力
＞

森
林

・
砂

漠
化

対
策

＞
森

林
対

策
 

林
野

庁
 

w
w

w
.ri

ny
a.

m
af

f.g
o.

jp
 

民
有

林
行

政
と

国
有

林
野

事
業

を
お

こ
な

う
農

林
水

産
省

の
外

局
 

外
務

省
 

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/g

ai
ko

/k
an

ky
o/

in
de

x.
ht

m
l 

ホ
ー

ム
＞

外
交

政
策

＞
地

球
環

境
 

世
界

的
な

森
林

問
題

へ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
紹

介
 

国
際

協
力

機
構

（
JI

C
A
）

 
w

w
w

.ji
ca

.g
o.

jp
 

ホ
ー

ム
＞

事
業

案
内

 課
題

別
取

り
組

み
＞

自
然

環
境

保
全

 

森
林

に
関

す
る

取
り

組
み

な
ど

の
事

例
紹

介
 

 国
際

機
関

 

国
連

食
糧

農
業

機
関

 
（

FA
O
）

 
w

w
w

.fa
o.

or
g（

英
語

）
 

加
盟

国
、
他

の
国

際
機

関
、
衛

星
等

か
ら

の
情

報
を

も
と

に
世

界
の

食

料
生

産
・
農

林
水

産
業

の
状

況
を

常
時

把
握

、
監

視
し

、
そ

の
結

果
を

提
供

 

FA
O

日
本

事
務

所
 

w
w

w
.fa

o.
or

.jp
（

日
本

語
）

 

FA
O
に

つ
い

て
の

情
報

が
一

部
日

本
語

で
見

ら
れ

る
 

FA
O

S
TA

T 
fa

os
ta

t.f
ao

.o
rg
（

英
語

）
 

さ
ま

ざ
ま

な
森

林
や

資
源

に
関

す
る

統
計

デ
ー

タ
 

FA
O

キ
ッ

ズ
 

w
w

w
.fa

o.
or

.jp
/k

id
s/

jp
/in

de
x（

日
本

語
）

 

子
供

向
け

の
FA

O
に

つ
い

て
の

説
明

 

国
際

熱
帯

木
材

機
関

 
（

IT
TO

）
 

w
w

w
.it

to
.in

t/j
a/
（

日
本

語
サ

イ
ト

あ
り

）
 

熱
帯

林
資

源
の

保
全

や
持

続
的

経
営

、
及

び
利

用
等

を
促

進
す

る
た

め

の
国

際
機

関
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森
林

・
木

材
・

環
境

教
育

関
連

の
サ

イ
ト

 

（
財

）
地

球
・
人

間
環

境
フ

ォ
ー

ラ
ム

 
w

w
w

.g
ef

.o
r.j

p 

森
林
・
生
物

多
様

性
＞

世
界

の
森

林
と

持
続

可
能

な
森

林
管

理
 

デ
ー

タ
は

古
い

が
森

林
に

関
す

る
基

本
情

報
掲

載
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環境省発行パンフレット「世界の森林をまもるために」 
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環境省発行ちらし「世界の森林は刻々と減少しています」 
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